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新
規
整
理
分
「
麻
生
家
文
書
」
（
議
会
関
係
）
目
録



【
解
題
】

新
規
整
理
分
「
麻
生
家
文
書
」

（
議
会
関
係
）
の
可
能
性

原

口

大

輔

都

慎

司
留

今
回
新
た
に
目
録
を
作
成
し
た
の
は
「
麻
生
家
文
書
」
の
議
会
関
係
史
料
群
、

三
O
一
八
点
で
あ
る
。
新
た
に
、
と
言
っ
て
も
未
発
見
の
史
料
で
は
な
い
。
今
回

整
理
し
た
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
記
録
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
ま
ま
で
未
整
理

の
状
態
で
あ
っ
た
「
麻
生
家
文
書
」
一
七
箱
に
あ
た
る
。
史
料
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
麻
生
太
士
ロ
が
衆
議
院
議
員
を
務
め
て
い
た
明
治
三
二
年
j
三
五
年
、
貴
族
院

議
員
（
多
額
納
税
者
議
昌
ハ
）
を
務
め
て
い
た
明
治
四
四
年
j
大
正
一
四
年
の
も
の

が
中
心
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
箱
に
付
さ
れ
た
整
理
番
号
と
名
称
を
紹
介
し
た
い
。
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五
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七
五
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七
五
五

七
五
七

七
五
九

七
六
七
六

第
一
五
回
帝
国
議
会
（
こ

第
一
六
回
帝
国
議
会
（
ご

七
四
六

七
四
八

議
会

〆F『＼

一
、、ーノ

七
五
O

議
会

七
五

議
附
会
さ
一
（
一
一
）

七
五
四

議
会
五
（
二

七
五
六

議
会
五
（
一
二
）

七
五
八

過
酷
ム
至
ハ
（
一
一
）

議
会
七
（
ご

七
六
O

七
六

議
会
（
大
正
三
）

第
一
五
回
帝
国
議
会
（
二
）

第
一
六
回
帝
国
議
会
（
二
）

議附ム一品
議
閉
会
一
二
（
一
）

議
会
四

議
会
五
（
二
）

議
附
ム
耳
ム
ハ
（
一
）

議
刷
会
主
ハ
（
三
）

議
会
七
（
二
）

〆’、、

一一、、ーノ

箱 箱名 点数

745 第 15回帝国議会（1) 43 

746 第 15回帝国議会（2) 271 

747 第 16回帝国議会（1) 273 

748 第 16回帝国議会（2) 83 

749 議会1 (1) 257 

750 議会1 (2) 439 

751 議会2 71 

752 議会3 (1) 85 

753 議会3 ( 2) 434 

754 議会4 245 

755 議会5 (1) 70 

756 議会5 ( 2) 60 

757 議会5 ( 3) 77 

758 議会6 (1) 30 

759 議会6 ( 2) 79 

760 議会6 ( 3) 16 

761 議会7 (1) 14 

762 議会7 ( 2) 98 

763 議会（大正3) 373 

合計 3018 

一
目
し
て
分
か
る
通
り
、
帝
国
議
会
の
会
期
を
基
準
と
し
て
箱
が
作
成
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
以
下
で
説
明
す
る
と
お
り
、
箱
の
名
称
と
保
存
さ
れ
た
史
料
の

時
期
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
本
解
題
で
は
、
今
回
整
理
し

た
史
料
の
紹
介
の
た
め
、
各
箱
に
所
収
さ
れ
て
い
る
史
料
の
概
要
と
そ
の
特
徴
に

つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
そ
の
後
、
整
理
し
た
史
料
の
一
部
を
用
い
た
「
議
員

時
代
の
麻
生
太
吉
」
（
原
口
大
輔
）
、
「
『
麻
生
家
文
書
』
議
会
関
係
史
料
群
に
み
る

麻
生
の
炭
鉱
経
営
」
（
都
留
慎
司
）
の
両
論
と
併
せ
て
、
本
史
料
群
の
拡
が
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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※ 

O
史
料
の
紹
介

七
四
五

第
一
五
回
帝
国
議
会
（
ご

第
一
五
回
帝
国
議
会
は
明
治
三
三
年
一
二
月
二
五
日
j
翌
三
四
年
三
月
二
四
日

ま
で
聞
か
れ
た
通
常
会
で
あ
る
。
時
の
内
閣
は
立
憲
政
友
会
を
率
い
る
第
四
次
伊

藤
博
文
内
閣
で
あ
り
、
太
吉
も
政
友
会
の
一
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
太
吉
が

周
囲
に
配
布
す
る
た
め
に
準
備
し
た
で
あ
ろ
う
（
案
内
の
葉
書
は
七
四
六
！
一
四



、
政
友
会
に
よ

二
O
、
二
七
）
。
こ
の
箱
は
、

一
一
む
冊
以
上
あ
る
（
七

五
回
議
会
に
関
す
る
書
類
の
綴
が
主
で
あ
り
な

が
ら
も
、
第
四
十
思
帝
問
議
会
に
・
お
け
る
所
得
税
法
改
正
法
樟
梁
に
関
す
る
委
員

ご
な
ど
大
正
期
の
史
料
も
若
干
残
さ
れ
て
い
る
。

七

一一、」J

一
一
）
な
ど

一
方
、
上
京
出
納
帳
（
七

も
残
っ
て
お
り
、
上
京
中
の
太
古
の
生
活
や
政
治
・
経
請
に
わ
た
る
活
動

を
窺
う
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

七

（一一〉

七
四
五
と
同
じ
会
期
中
で
誌
あ
る
が
、
明
治
一

が
中
心
で
あ
る
。 第

一
、
三
月
の
太
古
宛
書
翰

（
七
四
六
l

四
l
一
一
一
一
一
一
）
な
ど
、
政
友
会
の
活
動
や
議
会
対
策
に
関
す
る
史
料
が
多
く
み
ら

れ
る
点
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
地
元
関
謀
者
か
ら
～
寄
せ
ら
れ
た
詰
額
な
ど
（
七
四
六

一
ー
ー
七
、
一
酉

l
一

は

、

地
元
社
会
の
関
係
を
考
え
る
う
え

み
ら
れ
る
が
、
多
数
残
さ
れ
た
名
刺
類
も
太
古
の
入
款
を
知
与
縛
る
貴
重
な
積
報

源
で
あ
る
。
一
方
、
若
桧
築
港
株
式
会
社
の
白
石
哀
治
に
よ
る
取
締
役
会
期
鑑

案
内
（
七
四
六

i
一
O
i西
〉
や
野
見
山
米
吉
に
よ
る
蘇
生
商
店
の
業
務
報
告

（
七
四
六

i
一
四
！
一
一
一
）
と
い
っ
た
経
営
関
連
の
史
料
も
多
数
合
ま
れ
、
当
該
期

の
経
営
者
と
し
て
の
顔
も
看
取
で
き
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
す
る
解
説
は
後
掲
の

都
皆
慎
可
論
文
に
譲
る
。

ま
た
、
弛
の
箱
に
も

七
四
七

第

大
西
帝
国
議
会
（

第

四
年
一

で
開
催
さ
れ
た
通
常
識
会
で
あ
る
が
、
籍
の
名
称
と
辻
異
な
り
第
四
七
j
五
O
田

。
門
口

1
翌一一

一
一
月
九
日
ま

月

（
第
二
次
山
本
権
兵
衛
、

史
料
が
中
心
で
為
、
号
、
時
期
と
し
て
は
大
正
二

一
二
年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に
ま
つ
む
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
（
七
四
七

や
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
名
槌
陳
需
書
（
七
四
七

i

る
。
ま
た
、
包
の
箱
に
は
綴
ら
れ
て
い

加
藤
高
明
各
内
関
）
に
関
す
る

西
年
に
あ
た
る
。
大
正

九

西

i

一j

一二

O
l四
1

七
な
ど
）

バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
点
（
七
四
七

l
一
回
な
ど
）

も
こ
の
籍
の
特
徴
と
替
え
よ
う
。

の
太
古
が
所
嘉
し
た
院
内
会
派
・
研
究
会
記
関
す
る
書
類

も
譲
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
（
七
四
七

i
七
八

l
一
な
ど
〉
。
大
正
期
に
お
け
る

研
究
会
の
活
動
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
一
方
、
研
究
会
の
一
員
で
あ
れ
ノ
な
が
ら

政
友
会
に
関
す
る
書
類
も
整
理
し
（
七
四
七
！
七
六
な
ど
て
鉄
道
敷
設
法
に
関

ま
た
、

で
ま
と
め
て
い
る
（
七
四
七
！

一
九
｜
一

1
九〉

あ
た
り
は
、

・
麻
生
太
曹
の
性
慈
を
考
え
る
よ
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
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あ
ろ
う
。

七
四
人

〆’『、、

一一、、＿＿，，

こ
の
箱
も
七
四
七
と
同
じ
く
、
箱
の
名
誌
と
内
容
の
時
期
が
異
な
る
9

七
四
八

は
第
四
九
、

で
あ
ち
〈
七
四
八

ー
七

1

入
〉
、
各
省
予
葬
に
関
す
る
冊
子
も
多
い
（
七
四
人

i
一

ま
た
、
海
外
在
留
邦
人
韓
業
別
人
口
の
報
告
書
（
七
詔
八

l
ニ
）
や
米
国
移
民
に

関
す
る
文
書
〈
七
四
八
l
一
一
一
〉
が
あ
る
の
辻
太
古
の
関
心
に
沿
っ
て
残
さ
れ
た
も

一l
E
八）。

の
な
の
か
、
は
た
ま
た
偶
然
な
の
か
は
興
味
潔
い
。

七
回
九

，.－－ヘ

一、、＿＿，，

こ
こ
か
ら
は
会
期
に
碁
づ
か
な
い
名
称
が
付
さ
れ
た
籍
で
あ
る
。
七
四
九
は
明



月
の
史
料
が
中
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

治一衆
議
詰
議
員
補
欠
選
挙
に
当
選
し
、
初
め
て

終
え
る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
選
を
祝
賀
す
る
移
し
い

（第

に
は
じ
ま
り
、
上
京
中
の
業
務
関
係
報
告
〈
七
四
九

i
一

八
ー
一
一
－

C
、
議
員
同
志
慎
楽
部
か
ら
の
各
議
案
内

〉
な
ど
、
・
太
舎
の
多
忙
な
活
動
が
窺
え
る
。

）
や
式
典
案
内

〈
七
四
九

i

四
九

i

人

/'¥ 

七
五

O

／”＼ 

一一、、曲J

二
月

日
i
翌
三
一
一

二
三
日
）
に
関
す
る
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
伺
よ
り
詮
日
す
べ
き
詰
「
第

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
年
、

（
七
五

O
i

太
古
が
衆
議
提
議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
捕
す
る
際
、
罵
関
が
太
古
に
援
起
を
要
議

す
る
書
翰
や
、
そ
れ
を
受
け
て
ど
う
す
べ
き
か
遼
巡
す
る
太
吉
の
隷
子
〈
書
翰
謹
）
、

各
郡
・
村
に
お
け
る
禦
数
の
取
り
緯
め
と
い
っ
た
選
挙
の
操
子
が
分
か
る
一
連
の

史
料
が
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
詳
細
は
後
揚
原
口
論
文
）
。
ま
た
、
書
翰
や
電

報
に
は
九
州
帝
国
大
学
設
立
に
関
す
る
靖
報
（
七
五

O
i
一
八

i
一
一
、

J¥ 

や
一
円
畑
埋
築
地

一
八

i
一
一
一
、
一
九

i
一二

、一一四）、
L

（
七
五

O

ー
一
九
i
一
な
ど
と
い
っ
た
地
方
へ
の
利
益
誘
導
に
関
す
る
内
容
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
太
古
口
が
衆
議
説
議
員
と
し
て
地
域
を
代
表
し
て
い
る
様
相
が
見
て

取
れ
る
。
諮
問
関
係
で
は
、
資
抜
読
書
記
官
で
あ
っ
た
金
山
詞
志

助
（
七
五

O
｜

九

i
二、

〈
七
五

O
i
一
九

i
閥）む

太
古
は
明
治

嘉
穂
、

一
郡
懇
話
会
を
開
催
し
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
多
数
の
返

次
山
県
存
関
内
閣
が
貴
族
院

月
間
目
、

に
お
い

れ
ノ
判
明
す
る
。
ま
た
、

（
七
五

O
i…

五
回
、
三
一
一

i

了
i
二
回
、
正

を

は
、
こ
の
訣
案
が
名
方
面
よ
り
注
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

経
営
関
係
で
は
、
多
数
の
電
報
か
ら
藤
擦
炭
鉱
（
七
五

O
l二
一
一
i
六
、

一
一
二
、
四
ニ
や
炭
の
価
格
に
つ
い
て
報
告
〈
七
五

O
i一一一一
i
て
一
一
〉
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
特
明
し
、
当
該
期
の
経
営
状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
情
報
を
与
え

四
七
、
五

て
く
れ
る
。

七
五

丹

こ
こ
で
は
第

（
明
治
四
四
年
二
一
月
一

丹
二
五
円
口
〉
に
関
す
る
史
料
が
中
る
で
あ
る
。
梼
治
四
四
年
よ
ち
太
古
辻
多
額
納

税
者
議
員
と
し
て
黄
桜
院
に
在
籍
し
て
お
り
、
「
貴
族
院
諦
願
文
書
表
」
〈
七
五
一

l
西
な
ど
）
を
辻
じ
め
と
す
る
糞
族
院
事
務
局
に
よ
る
書
類
が
多
く
、
予
算
の
器

子
（
七
五
一

i
四
五

1
六
五
な
ど
〉
や
各
種
議
事
録
が
絞
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

問
時
期
の
衆
議
院
の
議
事
誌
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
古
は
事
務
渇
か
ち

配
布
さ
れ
た
鱗
事
録
ほ
貴
衆
開
設
ど
ち
ら
の
も
の
も
保
存
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
箱
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人

一
l
七

O
、七

136-

〉
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
。

J，、、

一、‘＿，，

こ
の
箱
は
大
正
初
期
の
議
会
で
あ
る
第
一

る
予
算
関
保
の
冊
子
、
大
正
一

O
、
一
一
年
に
仲
戒
さ
れ
た
貴
族
読
議
報
や
各
議

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
冊
子
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
c

土
地
収
用
法
中
改
正
法
体
案

（
七
五
一

l
一
i
七

〉

、

外

国

事

情

六

O
）、

一一一、
一一一一九

i
部

な
ど
、
あ
る
器
援
ま
と
ま
っ
た
チ
！
マ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
冊
子
が
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
太
古
の
関
心
を
考
え
る
う

I
L
O
 

〈
七
五



え
で
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
籍
に
は
私
文
書
は
見
当
た
ら
ず
、

い

が

残

さ

れ

も
て〉
て
い
る
。

・
七
五
三

一
〆’『＼

一一、』＿／

大
正
九
、

の
各
種
醸
需
番
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
椙
広
い

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
陳
情
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
鉄
道
敷
設
法
関
連

。
、
一
二

の
史
料

一l
七
九
、
八

O
〉

（
七
五
一

、
七
回
）
と
い
っ

た
詮
方
へ
の
利
益
誘
導
に
関
す
る
も
の
が

E
立
ち
、
当
該
期
の
社
会
の
諸
課
題
が

垣
間
間
見
え
る
。
た
だ
し
、
貴
族
段
議
員
時
代
の
特
徴
と
し
て
、

は
な
く
全
盟
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
点
に
控
目
す
べ
き
で
あ
る
陳
’l脅

（七五一一

七
、
三
九

i
一
入
、
四

O
i
一
四
八
な
ど
）
。
も
ち
ろ
ん
、
史
料

の
残
存
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
を
事
象
は
、

当
時
の
社
会
が
寅
衆
開
院
議
員
を
如
仰
な
る
窓
口
と
し
て
い
た
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
ろ
う
。

会
お
、
本
箱

践
の
議
事
録
は

の
籍
と
異
な
り
綴
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

点
ご
と
に
吾
録
を
採
っ
て
い
る
た
め
史
料
点
数
が
多
く
な
っ
て

い
る
。七

五
四

こ
の
箱
は
第
三
回
、

五
回
帝
国
議
会

予
算
関
捺

（
議
事
録
、

呈重三
景汚

額

バ
ン
プ
レ
ツ

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
地
の
箱
に

も
見
ら
れ
る
が
、
貴
族
段
研
究
会
常
務
委
員
か
ら
の
通
知
書

五
四

i
九
1

一閥、

八
六

l
一一一
i

八
）
と
並
行
し
て
政
友
会
に
関
す
る

0
1
三
四
、

が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
の

（
貴
族
詮
葉
報
附
銭
）
な
ど
が
数
見
さ
れ
る

〈
七
五
西

i
五
七
、
六
九
、
七
一
ニ

i
一

が
、
本
箱
に
は
第
一

（
七
五
詔

i

九
入
）
が
残

い
る
。

議
会
五
〈

一
、
四
四
回
帝
国
議
会
の
時
期
〈
大
正
九
二

m
持
続
の
議
事
録
、
貴
族
民
柔
報
、
予
算

史
科
が
大
半
で
あ
る
な
か
、
鉄
道
関
係
に
特
化
し
た
毅

や
、
七
沼
田
と
同
様
、
研
究
会
が
発
信
し
た
書
類
が
毅
ら
れ
た
史
料

る。

が
中
心
と
な
っ
て
い

い
っ
た
議
会
関
採
の

一九

l

ー
三

O
〉
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

七
五
六

〆”町、

一一、句，ノ
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四
四
回
帝
思
議
会
が
メ
イ
ン
で
、
大
正
九
、
一

O

の
各
省
予
算
に

る
書
類

五
六

i
－
j

七
ー
一

1
一一一七、

一
i
一一一一、

一一、

自
）
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
研
究
会
・
政
友
会
両

方

（
七
五
六
l

。
、
一
四
、
一

が
含
ま
れ
て
い
る
。

七
五
七

、
四
四
居
者
揺
議
会
の
持
期
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

、
一一、、副〆

ン
フ
レ
ッ
ト
、
陳
情
・

の
他
、

講
顕
書
類
が
多
数
あ
り
、

の
要
請
が
窺
え
る
。
特
に
、

、
五
）
は
地
方
社
会
の
切
実
な

の
翻
訳
が
譲
数
冊
見
受
け

の
史
料

一O
、

四
O
、五

茨
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、

口、ン

ら
れ
る
こ
と
も
特
接
的
で
あ
る
（
七
五
七

i
四
四
、
四
五
、



七
五
人

（
大
正
一

O
年

）ヲ

月
）
に
関
す

（
七
五
八

i
一
四

1

る
史
料
が
入
っ
て
い
る
。

（
七
五
人

l
六
）
の
他
、

、
そ
こ
で
泣
存
関
委
員
会
に
関
す
る
靖
報
が
記
さ
れ
、

端
を
知
り
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

九
〉
や
研
究
会
の
書

っ
て
お
り
（
七
五
八

l

G
i－
－

 

士
口
の
活
動
の

一週明会ムハ

こ
の
諮
は
複
数
年
に
ま
た
が
る
史
料
が
入
っ
て
い
る
。
大
正
人

1

七
五
九

年
度
の

（
七
五
九
！

一i
一
j
人）、

七
、
一
一
二
、
二
九
）
以
外
は
大
正

期
を
中
心
と
し
た
パ
ン
ア
レ
ッ
ト
類
が
多
い
。

七
六
O

議
会
六
（

四
六
回
帝
国
議
会
に
関
す
る
賞
衆
両
院
議
事
速
記
録

ハ
一
六
）
、
衆
議
院
公
報
（
七
六
O
i七
、
一
五
）
、
費
族
段
桑
報
〈
七
六
O

政
友
会
関
連
の
書
類
（
七
六

O
l八
〉
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
号
、

緩
ら
れ
た
史
料
が
多
く
入
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
の
案
文
（
七
六
O

i
二
二
）
は
、
大
正
一

な
史
料
で
あ
る
。

一、～J、

年
頃
に
お
け
る
太
吉
の
人
的
交
流
を
測
る
こ
と
が
可
能

七
六

〆’『＼

一＼ーJ

再
び
衆
議
院
議
員
時
代
の
史
料
が
絞
め
ら
れ
た
箱
で
あ
る
岱
二
ハ
回
帝
国
議

に
お
け
る
議
事
録
（
七
六
一

i
工
、
入
、
二
一
）
、
子

一
、
一
四
）
が
議
ら
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

会
（
明
治
一
一
一
四

1
一一

算
関
禁
書
類
（
七
六

。

議
会
七
（
一
一
）

い
る
。

と
期
じ
く
第
一
六
回
帝
盟
議
会
的
時
期
に
関
す
る
史
料
が
挟
め
ら
れ
て

八
、
二
一

1
二
一
二
、
ニ

（
七
六
一

一
四
j

j
一一一

O
〉

電
報
が
数
多
く
あ
り

の
他
、
こ
の
箱
に
は
地
元
か
ち
の
書
翰
・

、
太
古
の
議
員
活
動
の
一

（
七
六
二

i
凶

｜

ド
イ
ツ
の

六
j
一
ご
な
ど
、

の
関

の
カ
タ
ロ
グ

心
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、

一
五
年
二
丹
末

i
一一

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
特
徴
的
で
あ
る

。

一一
l
l
一一一一一

i
一
i
一

・
七
六
三

最
後
の
積
で
あ
る
。

芝
、
一
一
一

O
（
大
正
元
j
一
部
（
大
正
一
一
一
年
）
、
三
五

回
議
会
関
採
の
史
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
箱
に
一
昨
叙
さ
れ
た
議
事
録
は

つ
に
綴
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
必
熱
的
に
史
料
の
点
数
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、

＼
大
正
初
期
か
ら
一
一
布

端
の
状
況
を
報
告
し
た
も

問

、

、
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

（
大
正
元
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パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
の
も
の
が
確
認
で
き

る
。
そ
の
中
に
は

れ
て
お
り

一l
l
一
一
一
、
二
一
一
一
二

、
太
古
の
視
野
の
拡
が
ち
が
見

て
取
れ
る
。
※ 

以
上
、
今
回
整
躍
し
た
「
麻
生
家
文
書
」
の
概
要
で
あ
る
。
拙
い
史
料
竹
紹
介
だ
が
、
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
政
治
家
と
し
て
の
蘇
金
太
古
研
究
が
深
ま

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。



議
員
時
代
の
蘇
生
太
古

原

大

車電

日

本
識
で
は
、
こ

い
て
、
今
回
整
理
し
た
史
料
の
部
を
用
い
て
紹
介
す
る
。
以
下
で
説
明
す
る
通

り
、
太
古
の
致
治
的
活
動
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
す
ら
覚
東
な
い
状
患
で
あ
っ

た
む
そ
こ
で
、
衆
議
説
議
員
、
欝
ハ
族
院
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
就
悲
過
程
と
議
会
で
の

活
動
を
ご
く
簡
単
に
押
さ
え
る
こ
と
で
、
政
治
家
・
麻
生
太
古
を
研
究
す
る
う
え

で
の
恭
礎
的
脅
報
を
提
棋
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

一、1
．
立
候
祷
か
ら
当
選
ま
で
い
て
太
古
の
議
員
時
代
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か

を
譲
認
し
よ
う
。
太
古
の
死
援
す
ぐ
に
上
梓
さ
れ
、
太
吉
を
知
る
う
え
で
基
本
文

献
と
も
い
う
べ
き
泉
彦
裁
吋
麻
生
太
吉
伝
」

ま
ず
、

（

2）
 

（
同
会
、

五
年
）
を

議
く
と
、
能
者
は

と
¥t ~ 

の
下
に

後
者
は
「
推
さ
れ
て
衆
議
院
議
箆
に
当
選
す
」
と

そ
れ
ぞ
れ
見
て
み
よ
う
。

の
「
議
員
当
選
と
築
器
完
成
」
で
辻
「
鵠
然
と
い
へ
ば

の
炭
坑
業
が
困
難
で
あ
っ
た
嘆
j
引
用
者
註
、

に
選
ば
れ
て
し
ま
っ
た
。

鵠
然
だ
が
、

の
頃

、
翁
は
扇
閣
の
無
理
押
し
で

二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
、
第
二
次
山
県
内
関
の
時
で
あ
る
。

一
区
選
出
の
山
本
費
三
郎
氏
が
、
態
政
本
党
を
脱
す
る
と
共

其
の
補
欠
選
挙
で
、
翁
は
否
誌
な
し
に
持
し
上
げ
ら
れ
た
。

以

で
辞
し
た
。

の
事
業
生
活
か
ち つ

見
れ
ば
、
笹
か
に
挿
話
的
会
意
味
し
か
残
さ
ぬ
議
員
生
活
で
は
あ
っ
た
が
、
思
ひ

も
設
け
ぬ
政
治
の
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
翁
は
、
期
せ
ず
し
て
一
つ
の
開
題
に
待
ち

設
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
若
松
港
拡
張
工
事
の
行
悩
み
を
、
政
府
に
訴
へ
る
こ

と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
明
治
一
一
一
十
…
一
一
年
度
斡
予
葬
追
加
案
に
浮
上
し
た
若

松
築
港
問
題
に
関
し
て
若
干
の
説
明
が
擁
さ
れ
て
い
る
2

0

続
い
て
〈
2
）
『
蘇
生
太
古
口
論
法
」
の
「
推
さ
れ
て
衆
議
院
議
員
に
詣
選
す
」
で
は
、

「
第
二
次
山
県
内
閣
は
組
織
さ
れ
、
政
権
は
再
、
び
関
族
の
手
に
還
っ
た
。
此
時
に

当
っ
て
福
縄
県
の
選
挙
一
区
に
於
て
は
、
選
出
さ
れ
た
第
三
一
民
衆
議
践
議
員
許
斐
薦

路
氏
が
逝
去
し
た
の
で
補
欠
選
挙
を
行
ふ
事
と
な
り
、
蘇
住
翁
は
議
さ
れ
て
無
競

争
を
以
て
衆
議
提
議
員
に
当
選
し
た
。
翁
は
選
挙
に
拘
ち
ず
何
事
に
あ
れ
決
し
て

無
理
を
し
な
か
っ
た
。
即
ち
衆
に
議
さ
れ
て
立
ち
、
競
争
者
あ
れ
ば
之
を
譲
る
と

去
ふ
有
禄
で
あ
っ
た
」
と
選
挙
戦
の
様
子
が
記
さ
れ
、
同
じ
く
若
松
築
港
株
式
会

社
補
助
の
件
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
2
0

の
記
述
を
並
べ
る
と
、
立
操
補
選
挙
誌
が
（

l
）
で
は
第
四
一
区
、
（

2
〉

な
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
各
語
辞
典
の
「
蘇
生
太
古
」
環
を

で
書
い
て
あ
る
辞
典
は
滅
多
に
な
い
が
、
「
議
会
制
度
百
年
史

139-

で

区
と

見

て
お
号
、
そ

一
区
選
出
と

吋
名
鑑
い
ぷ
よ
れ
ば
、

ム
ハ
）
か
ら
も
諜
付
け
ら
れ
る
む
な
お
、

（
憲
政
本
党
〉
は
第
七
区
選
出
で
あ
り
、
明

一
一
一
月
に
死
去
し
た
た
め

は
二
重
に
誤
り
で
あ
る
。

斐
鷹
助

の
選
挙
区
は
第
三
廷
で
正
し
い
が
、
死
去
し
た
の
は
明
治

「
逝
去
し
た
の
で
補
欠
選
挙
い

っ
た
と
い
う

月
で
あ
ち
、

は
間
違
い
で
あ
る
む

ま
た
、
西
民
本
新
聞
社
福
縄
県
百
科
事
典
刊
行
本
部
綴
「
福
岡
県
吾
科
事
典
」
（
茜

（
深
寄
結
亮
氏
執
筆
）
の

一
九
八

の



で
も
、
太
吉
辻
「

八
九
九
年
（
明
治
一
一

）
か
ら
一

員

九
O
二）

務
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
太
吉
は
明
治
一
一

に
仔
わ
れ
た
第
七
四
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
せ
ず
衆
議
院
議
員
を
辞
し
て

お
与
、
こ
れ
ま
た
時
速
い
で
あ
る
。

で
は
、

（
以
下
、

や

な
ど
を

も
と
に
改
め
て
事
実
関
捺
を
整
理
す
る
。
太
吉
は
暁
治
…
一
許
斐
の
辞
職
に

伴
い
、
福
岡
県
第
三
区
補
欠
議
員
と
し
て
立
競
補
し
、
七
丹
一
二
日
、
当
選
し
議
員

と
な
っ
た
。
明
治
三
五
年
入
丹
、
第
一
次
詮
太
郎
内
鵠
が
衆
議
践
を
解
散
し
第
七

百
衆
議
凝
議
員
総
選
挙
を
行
っ
た
際
に
は
、
出
馬
す
る
こ
と
金
く
衆
議
院
議
員
生

活
を
終
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
議
員
時
代
の
太
吉
を
検
討

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
低
記
な
ど
に
記
さ
れ
た
事
実
関
孫
を
改
め
て
精
査
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

で
の
経
鐘
が

詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
畿
で
あ
る
。
五
月
一
一

O
日
、
平
岡
浩
太
部
か
ら
太

古
の
手
先
に
書
韓
が
送
付
さ
れ
、
太
士
口
に
議
員
立
怯
補
を
打
診
し
た
。
一
千
関
は
「
一

窃
党
派
に
加
法
ら
ず
中
立
の
設
置
」
で
立
挟
補
す
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
。
そ
の

か
月
後
、
「
遠
賀
郡
宥
権
者
惣
代
」
か
ら
太
吉
が
中
立
で
は
な
く
憲
政
党
銭
補

先
程
も
紹
介
し
た
通
り
、

者
と
し
て

っ
た
点
を

九
日
付
）

批
判
さ
れ
た
。
・
お
そ
ら
く
そ
の
号
外
を
見
て
で
あ
ろ
う
、
太
古
が
第
一
一

議
者
と
な
っ
た
こ
と
を
視
す
電
報
が
複
数
到
来
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
憲
故
党
籍

間
支
部
所
撰
の
森
田
正
路
に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
太
古
は
か
か
る
状
況

て
い
る
皆
を
野
田
卯
太
郎
、

（
六
月

の
立
候

に
対
し
て
大
い

こ
と

ιな
る
。

右
の
号
外
に
は
、
遠
賀
、
一
郡
の
憲
政
党
員
に
よ
る
協
議
の
結
果
、

太
古
を
誰
鷺
す
る
こ
と
に
決
し
、
太
古
の
許
諾
を
得
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま

が
台
湾
銀
行
総
裁
に
任
じ
ら
れ

っ
た
、

た
、
前
回
総
選
挙
時
に
許
斐
と
争
つ

た
た
め
立
綾
補
を
辞
し
た
こ
と
が
太
古
擁
立
に
つ

た
。
爵
任
の
許
斐
は
護
政
本
党
新
露
で
あ
っ
た
た
こ
と
も
あ
号
、
対
立
す
る
憲
政

党
泣
太
古
を
強
襲
す
る
と
い
う
既
成
事
実
を
作
り
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
太
吉
は

つ
ニ
郡
有
志
者
惣
代
」
に
対
し
て
、
「
一
一
一
法
平
和
ノ
為
ト
テ
国
家
的
ノ
構
畿
ニ
ハ
家

政
上
ノ
所
以
ヲ
持
出
シ
難
ク
何
分
可
辞
術
ザ
失
シ
無
止
承
諾
仕
侯
モ
素
ヨ
ワ
党
派

等
ニ
関
保
候
義
ニ
無
之
全
ク
敷
正
中
立
ニ
テ
承
諾
候
義
ニ
存
之
、
〈
中
路
）
新
聞

紙
ノ
広
告
カ
小
金
持
ノ
シ
テ
憲
政
党
員
ト
シ
テ
広
告
セ
ラ
レ
タ
ル
件
ハ
事
実
ノ
正
誤

ヲ
致
皮
候
得
共
、
憲
政
党
員
カ
侯
補
者
ヲ
広
告
セ
ラ
レ
且
ツ
号
外
全
部
ハ
小
金
持
／

憲
政
党
員
ニ
議
ハ
字
句
相
解
シ
紫
挟
ニ
付
正
誤
ノ
串
込
モ
致
不
居
快
」
と
書
き
送

り
、
中
立
と
し
て
立
鉄
橋
す
る
こ
と
、
及
び
あ
く
ま
で
憲
政
党
に
よ

て
い

知
で
あ
り
、
憲
政
党
員
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
点
を
弁
明
し
た
。
た
だ
し
、
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吉
に
宛
て
ら
れ
た
六
月
一
一
一
日
付
の
許
斐
書
翰
を
読
む
限
り
、
許
斐
は
党
派
の
問

題
に
は
特
設
触
れ
ず
、
太
官
の
出
馬
を
応
擁
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

っ
て
、
自
ら
が
議
政
党
の
「
広

て
立
侯
議
す
る
は
ず
だ
っ

を
受
け
る
事
態
は
想
定
外
で
あ
っ
た
。
・
憲
政
本
党
両
派
が

禽
突
す
る
弊
害
を
何
よ
れ
ツ
も
憂
慮
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
野
見
出
来
吉
と
相
談

し
、
福
間
民
自
新
開
社
、
九
州
日
報
社
そ
れ
ぞ
れ
に
立
候
補
辞
退
の
広
告
を
出
す

こ
と
を
通
告
し
、
各
部
の
関
係
者
に
も
打
電
し
た
。
太
古
の
政
治
姿
勢
は
、
各
郡

有
力
者
に
出
し
た
で
あ
ろ
う
書
翰
案
文
に

ニ
チ
一
一
一
一
区
ノ
円
満
ヲ

謀
ル
精
神
ニ
チ
御
鹿
侯
処
甲
乙
附
派
ノ
鍔
意
見
相
錯
突
シ
円
溝
ニ
謀
ル
ハ
到
底
後

カ
ノ
能
フ
次
第
ニ
知
之
反
チ
乳
繰
ヲ
嵩
サ
ス
ル
ノ
憂
有
之
挟
ニ
付
断
然
侯
被
者
タ

ル
コ
ト
ヲ
辞
シ
申
侯
間
有
権
者
諸
君
ヘ
ハ
可
然
御
断
奉
額
縁
」
と
い
っ
た
あ
た
り

か
ら
窺
え
よ
う
。

こ
の
太
古
の
行
為
に
婦
関
は
驚
き
、

の
た
め
の
敢
闘
翰
が
多
数
届
け
ら
れ



た
。
そ
の
中
に
は
、

今
回
は
台
湾
銀
行
総
裁
在
職
の
た
め

出
罵
で
き
な
い
添
田
か
ら

てつ
いた

き太
と去
す1~込吋

ーと ；菜

5ふ
察 i悶
んせ
で
らい
れ二；
る V

W と

お同

添
田
尭
番
翰
の
案
文
が
一

て、

七

い
て
、
添
田
は
告
の
挨
補
者
を
出
さ

な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
添
田
に
よ
る
説
得
が
決
定
打
と
な
っ

た
の
だ
ろ
う
、
太
古
は
出
思
取
消
の
意
舟
を
取
り
下
、
げ
た
。

ハ
憲
政
党
友
本
党
之
両
方
よ
り
候
識
者
ニ
推
挙
仕
候
処
、
厳

正
中
立
ヲ
以
テ
御
承
諾
相
成
候
串
墜
民
一
同
満
足
可
仕
邦
家
之
為
大
慶
之
主
ニ

民
捕
欠
選
挙
ニ

と
車
問
ば
れ
た
の
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。

太
古
は

ニ
就
テ
ハ

ニ
御
断
リ
申
侯
そ
区
内
平
和
ト
…
瓦
フ
事

ノ
為
メ
終
一
一
無
止
承
諾
就
任
セ
サ
ん
ヲ
得
ザ
ル
場
合
ニ
立
歪
リ
申
候
」
と
決
心
を

閉
め
た
の
で
あ
る
〈
添
剖
宛
案
文
）
。

ニ
詔
八
七
票
を
得
た
こ
と
が
報
知
さ
れ
、
七
丹
六
日
、
福

七
月
…

日

詩

集

知

事

深

野

二

ニ

の

旨

を

通

知

し

た

。

ま

た

、

溜
祝
賀
会
に
お
け
る
太
古
の
演
説
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
紹
介
す
る
こ

の
話
を
終
え
た
い
。

に
は
当

と

一
年
七
晃
三
百
鞍
手
務
室
方
町
一
一
於
子
衆
議
院
議
長
選
挙
ノ
結
果
当
選

ノ
連
報
ニ
接
シ
出
藍
ノ
儀
照
会
設
来
侠
間
同
日
飯
塚
停
車
場
ヨ
リ
午
後
十
ニ

時
十
七
分
発
ニ
乗
車
問
町
貝
嶋
氏
宅
ニ
テ
昼
飯
ノ
手
当
ヲ
受
ケ
午
後
三
時
半

ニ
於
テ
祝
宴
会
開
会
栗
田
伴
誠
君
ノ
先
導
ニ
チ
貝
嶋
中
野
ノ
両
君

出
子
栗
田
伴
議
活
ノ
紹
分
ニ
テ
当
選
ノ
披
露
ヲ
ナ
シ
夫
ヨ
リ

付
区
民
ヲ
代
表
シ
器
望
ノ
挨
拶
ア
ワ
侠
ニ
付
諸
君

一一関
車
宴
会
席
ヨ

…
対
シ
左
ノ
答
辞
ヲ
ナ
シ
タ
リ

答
辞

今
回
臨
時
議
欠
選
挙
ニ
付
ア
ン
テ
ハ
樟
ニ
適
任
ノ
諸
君
居
一
フ
ル
、
ニ
モ
不

持
ス
不
肖
ノ
小
生
ヲ
御
推
挙
ニ
相
成
ワ
謎
来
政
治
上
ニ
ハ
蛮
テ
経
験
ナ
キ

ノ
ミ
ナ
一
フ
ス
彼
方
ニ
シ
テ
其
任
ニ
非
ラ
サ
ル
モ
必
党
一
一
一
区
ノ
平
和
ヲ
様
ツ

ト
去
フ
点
ヨ
リ
御
誰
挙
mノ
家
リ
マ
シ
タ
ル
コ
ト
ト
器
、
ン
マ
ス
ル
故
ニ
徴
力

ヲ
モ
不
一
顧
護
テ
御
受
ヲ
致
、
ン
マ
ス
決
心
一
一
御
座
イ
マ
ス
此
由
選
挙
上
ニ
付

マ
シ
テ
ハ
諸
君
ノ
熱
心
ナ
－
N

縛
配
慮
ト
親
一
淳
ナ
ル
御
芳
意
ト
ニ
対
シ
ア
ン

テ
ハ
何
共
御
挨
拶
ヲ
致
マ
ス
ル
辞
柄
モ
ナ
キ
程
デ
ア
リ
マ
シ
チ
口
ハ
管
深
謝

ス
ル
ト
申
ス
外
ハ
錦
盛
リ
マ
セ
ヌ
諸
君
御
推
挙
ノ
御
精
神
ニ
付
マ
シ
テ
ハ

慎
重
ナ
ル
態
度
ヲ
持
マ
シ
テ
内
サ
ナ
イ
ト
去
ブ
…
点
ハ
誓
テ
綴
カ
ヲ
尽
シ

タ
イ
積
リ
テ
ア
ワ
マ
ス
ル
ケ
レ
ト
モ
尚
一
躍
ノ
御
心
添
ヲ
切
望
致
、
ン
マ
ス

本
宮
祝
事
会
問
ノ
鍔
寵
ニ
相
成
諸
君
ノ
御
希
望
ニ
当
リ
欠
敬
ヲ
モ

席
ヲ
持
シ
マ
シ
テ
御
一
翠
矯
同
ノ
謝
ス
ル
一
冊
巴
ニ
チ
櫛
盛
イ
マ
ス

2
．
議
会
で
の
活
動
そ
の
他

て
、
「
翁

に
挿
括
的
な
意
味
し
か
残
さ
ぬ
議
員
生
活
い
と
（

l
）

際
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
G

話
昨
O｝
内
H
M

純一片
mwr広
島
・
ぬ
。
な
＼
）
を
用
い
て
、

る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

（
通
常
）
・
－

a

第
二
次
山
県
宥
朋
内
閣

明治一一一一一

月
一
二
百

第
一
間

明
治
三
一
一

精
神
病
者
監
護
法
審
査
特
別
別
委
員
会

明
治
一
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、
窪
か

の
発
言
を

月

五
日

一
月
一
七
日



鉄
道
営
業
法
案
施
設
鉄
道
法
案
施
設
鉄
道
条
例
中
改
正
法
隷
案
審
査
特
別
委
員

間

明治一一一一一

月
九
日

ム一品鉄
道
営
業
法
案
施
設
鉄
道
法
案
施
設
鉄
道
条
例
中
改
正
法
権
案
審
査
幹
別
委
員

自

一
月
一
ニ

5

鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
舘
案
審
査
特
問
委
員
会

第
二
回

月

日

第

（
通
常
〉
・
・
・
第
四
次
郎
伊
藤
博
文
内
閣

決
算
委
員
第
五
分
科
会

一
六
由
議
会
（
通
営

γ
・
・
第
一
次
桂
太
郎
内
需

海
軍
造
船
材
料
資
金
会
計
法
案
委
員
会

海
軍
造
船
材
耕
資
金
会
計
法
案
委
員
会

鉱
業
法
案
委
員
会

丹

明
治
三

出

月
二
四
日

明
治
三
五
年
一
一
丹
ニ
五
自

第
三
回

明
治

ニ
月
七
自

第
四
臨

明
治
三
五
年
一

戸
籍
法
中
改
正
法
整
案
委
員
会

明
、治

一
一
月
三
日

国

」A..
丘二

体
を
い通
し
て
見
る
と

造
船
材
耗
資
金
と
い
っ
た
、
太
古
と

（
特
別
委
員
会
〉
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

日
に
前
議
さ
れ
た
予
算
案
に

関
す
る
件
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
若
松
築
器
問
題
に
つ
い
て
高
梨
哲
四
部
と
問
答
を

宥
っ
た
の
み
で
あ
る
。
第
一
五
議
会
は
、
立
憲
政
友
会
を
与
党
と
す
る
第
四
次
伊

藤
博
文
内
関
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
政
友
会
に
入
会
し
た
太
吉
に
と
っ
て
も
重
要

一方、

一
三
年
ニ
月

っ
た
は
ず
だ
が
、
太
育

会
）
の
み
で
あ
っ
た
。

一
二
、
貴
族
挽
議
員
時
代

1
．
研
究
会
入
会
ま
で

貴
族
提
議
員
時
仕
の
太
吉
に
関
す
る
替
及
は
更
に
少
な
い
。
太
古
は
開
明
治
四
四

年
六
月
一

O
日
、
多
額
納
税
者
議
員
と
し

二
期
一
副

年
を
全
、
っ
し
、

一
四
年
に
蹄
職
し
た
。
（
2
〉

に

は

「

貴

〕
と
い
う
項
吾
が
立
て
ら
れ
、
「
翁
は
詑
来
政
党
政
派
に
は

全
く
紫
関
様
で
あ
っ
た
が
、
内
r
藤
去
が
政
友
会
を
組
織
す
る
や
、

政
友
会
に
入
党
し
た
。
（
中
略
）

の
勧
め

に
よ
っ
て

す
る
や
茶
話
会
・
・
土
曜
会
や
研
究
会
等
敦
れ
も
翁
の
門
を
叩
い
て
そ

の
入
会
を
勧
誘
し
た
が
、
筑
前
議
主
黒
田
長
成
設
は
、
太
自
〔
峰
三
郎
貴
族
院
〕

帯
記
官
〔
長
〕
を
謙
し
て
翁
が
研
究
会
に
入
る
事
を
勧
説
是
れ
努
め
た
の
で
、
翁

も
意
を
決
し
て
、
研
究
会
の
決
議
と
政
友
会
の
決
議
と
程
容
れ
が
る
場
合
は
絶
対

賎
槌
の
義
務
な
き
特
例
を
設
け
て
、
遂
に
講
究
会
に
入
り
、
此
旨
原

政
友
会
総
裁
に
通
じ
の
所
震
と
な
っ
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と
記
さ
れ
て
い

る
3
0

で
紹
介
し
た
と
お
り
、
今
田
整
理
し
た
史
料
の
中
に
は
貴
族
院
説
内
会
派
・

会
に
よ
る
通
知
書
の
綾
が
複
数
点
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
畿
の
一
つ
「
明
治

四
十
周
年
六
月
起
主
二
研
究
会
関
係
書
鎖
い
〈
七
四
七

i
七
宜

l
閥
、
以
下

断
り
が
な
い
限
ち
こ
の
綾
所
収
の
番
翰
か
ら
引
用
〉
中
に
は
、
太
古
が
務
究
会
に

入
る
ま
で
の
や
り
と
り
の
一
部
が
判
明
す
る
書
翰
が
一
昨
寂
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

右
の
引
患
に
も
あ
る
通
り
、
議
員
に
議
選
し
た
太
吉
に
対
し
て
院
内
会
派
へ
の

参
加
を
勧
誘
す
る
五
辻
治
仲
書
翰
（
明
治
四
四
年
六
月
一
四
日
付
〉
が
あ
る
。

（
前
略
）
諌
ハ
撲
公
ニ
ハ
匙
震
多
額
納
税
議
員
一
…
郵
当
選
被
遊
侯
段
慶
賀
之
主

就
一
ア
ハ
此
諜
貴
族
罷
議
員
中
有
志
者
部
チ
岡
山
田
侯
爵
其
他
ヲ
弘
一
ア



組
織
ス
ル
葎
究
会
ヘ
錦
加
入
被
成
下
繰
様
誠
実
希
望
仕
侠
（
後
略
）

こ
の
書
翰
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
太
吉
は
当
選
後
す
ハ
＼
さ
ま
五
辻
よ
り
研
究
会

へ
誘
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
口
説
き
文
勾
に
は
旧
福
開
審
主
・
黒
田
長
成
の

名
前
が
震
わ
れ
て
い
る
。
貴
族
院
爵
議
長
で
も
あ
っ
た
県
田
は
同
時
に
研
究
会
の

幹
部
で
も
あ
づ
た
。
こ
こ
で
は
、
出
蕃
主
と
の
関
孫
を
用
い
て
会
抵
の
拡
張
を
全

国
す
る
研
究
会
の
食
欲
な
姿
勢
が
窺
え
る

3
し
か
し
、
太
古
は
す
ぐ
け
い
研
究
会

入
会
を
決
断
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
七
月
二
日
、
五
辻
が
「
研
究

会
ヘ
御
加
入
被
成
下
侯
様
瀬
上
護
侯
免
如
何
ノ
欝
都
合
ニ
御
控
侠
故

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
八
日
、
太
吉
辻
五
辻
に
対
し

と
督
促
を

ま
で
に
は
返
事
す
る
と
返
答
し
た
。

そ
の
後
、
九
月
二
九
日
、
萌
究
会
幹
部
の
一
一
一
島
弥
太
路
、

酒
井
忠
亮
、
中
古
川
重
吉
の
連
名
で
一
一
一
度
入
会
勢
誘

牧
野
忠此

緊

本

会

ヘ

ニ

梅

鹿

候

」

と

あ

る

通

り

、

太

古

は

未

だ

態
援
を
保
留
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
議
会
開
会
も
追
ち
決
断
の
時
期
が
近
づ
い

た
こ
と
を
承
け
て
、
一

O
月
二
一
一
日
、
太
吉
辻
太
田
峰
三
郎
貴
族
院
書
記
官
長
に

相
談
す
る
。
太
古
は
、
「
研
究
会
ハ
諸
問
題
之
議
決
に
当
り
調
会
之
決
議
ガ
若
し

政
友
会
と
詔
異
す
る
時
と
難
も
規
出
上
絶
対
ニ
其
決
議
一
一
服
従
す
る
の
義
務
あ
与

と
す
れ
は
御
承
知
之
通
り
政
友
会
員
に
挟
故
諒
義
上
一
町
議
之
党
議
ニ
反
す
る
を
得

す
、
研
究
会
に
ハ
薪
る
場
合
に
於
け
る
除
外
部
ハ
無
之
侯
と
す
れ
ハ
本
拝
ハ
将
来

大
関
係
有
之
候
」
、
と
そ
の
悩
み
を
告
げ
、
太
田
に
対
し
て
研
究
会
へ
交
渉
を
依

こ
れ
ま
で
の
経
歴
か
ら
政
友
会
と
ど
う
折
り
合
い
を
付
け
る
か

頼
し
た
。

律
儀
に
悩
み
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
六
日
、
太
田
か
ら
返
事
が
麗
く
。
太
田
は
、
「
研
究
会
員
ト
シ
テ
会
ノ
決
議

ニ
対
ス
ル
鰻
能
ノ
義
務
ハ
全
ク
絶
対
ノ
モ
ノ
ニ
之
レ
ナ
キ
コ
ト
ハ
先
日
モ
一
ム
リ
申

ニ
存
之
候
」
、
と
太
台
に
念
を
持
す
。
そ
し
て
、
太
古
の
抜
頼
に
対
し

「
尚
ホ
念
ノ
為
会
ノ
幹
部
ニ
確
メ
申
候
処
徐
外
例
ハ
得
時
そ
自
由
一
プ
申
出

倒
ニ
梧
成
居
候
出
一
一
候
間
政
友
会
ノ
党
議
ト
窃
究
会
ノ
決
議
ト
相
容
レ
サ
ル
場
合

ニ
於
ケ
ル
御
心
配
ハ
全
然
御
無
用
ト
奉
存
候
」
と
の
応
答
が
研
究
会
よ
り
あ
っ
た

こ
と
を
ん
伝
達
し
た
〈
七
四
七
！
七
五

i
一一〉。

太
田
を
介
し

研
究
会
入
り
を
決
断
す
る
。

一
七
日
付
に
お
い
て
研
究
会
常
務
委
員
よ
与
入
会
許
諾
の
通
知
が
屈
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
一
九
日
、
太
留
に
対
し
て
待
介
の
労
を
謝
し
た
上
、
太
吉
へ
入
会
の
勧
誘

を
し
て
い
た
と
思
わ
れ

下
条
正

・
二
条
基
弘
、

・
安
楽
兼
選
に
も
研
究
会
入
会
を
報
告
し
た
。
そ
し
て
、
一
一

吉
川
の
一
ニ
名
に
対
し
て
研
究
会
入
会
の
挨
拶
状
会
送
付
し
た
の
で
点

研
究
会
の
決
議
拘
束
と
政
友
会
の
決
議
が
常
設
し
た
場
合
、
如
何
に
振
る
舞
う

べ
き
か
を
撲
髄
す
る
政
治
家
・
麻
生
太
吉
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ
と
問
時

に
太
吉
の
中
に
政
友
会
へ
の
婦
購
意
識
が
強
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
太
田
は
、

研
究
会
の
幹
部
よ
ち
「
除
外
関
」
が
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
と
い
う
が
、
決
議

拘
束
を
要
求
す
る
研
究
会
に
お
い
て
か
か
る
事
調
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
、
ま
た

そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
以
上
の
内
容
は
（
2
）

の
記
述
と
重
な
る
部
分
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
〈
2
〉
を
執
筆
す
る
に
あ

た
り
活
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

研
究
会
に
入
会
し
た
太
吉
は
、
会
派
内
の
審
査
部
会
に
関
し
て
鉄
遊
説
に
宮
崎
す

る
内
閣
部
に
編
入
を
肴
盟
し
た
。
研
究
会
は
そ
れ
を
承
認
し
、
太
吉
の
貴
族
院
議

員
生
活
が
始
ま
っ
た
。
（
2
）
に
ほ
議
員
と
し
て
の
太
古
の
功
績
も
綴
ら
れ
て
い
る
。

日
く
、
「
在
任
中
は
各
常
任
及
持
別
委
員
と
な
り
、
特
に
鉄
道
敷
設
法
案
に
は
最

っ
た
が
背
後
に
あ

雄

教
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も
力
を
注
い

っ
て
尽
力
す
る
見
頗
る
多
大
で
あ
っ
た
。

最
も
大
な
る
力
を
致
し
た
の
は
、
貴
族
院
の
研
究
会
と
政
友
会
と
を
握
手
さ
せ
る
の
中



の
鵠
き
を
な
し
た
事
で
あ
る
。
従
来
窃
究
会
は
、
飽
く
ま
で

是
々
非
々
を
以
て
終
始
し
て
来
た
が
、
政
友
会
は
内
欝
を
組
織
し
た
際
、
如
何
に

し
て
も
そ
の
政
策
の
実
現
が
期
せ
ら
れ
ぬ
の
で
、
後
の
逓
倍
大
阻
野
田
部
太
部
氏

は
原
総
理
の
旨
を
含
ん
で
、
の
握
手
を
酉
し
、
予
て
親
交
あ
る
蘇
生
議

為、

議
は
研
究
会
の
中
に
在
ハ
ノ
て
こ
の
両
者
の
接
近
に
尽
捧
す
る
処
多

か
っ
た
。
新
く
て
識
の
努
力
は
遂
に
空
し
か
ら
ず
、
年
な
ら
ず
し
て
再
者
は
堅
く

握

手

し

、

の

政

策

は

無

事

貴

族

院

を

通

過

す

る

に

至

っ

た

5
」、

と

の
意
味
合
い
が
強
い
の
出
用
部
分
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
拭

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
政
友
会
の
原
敬
首
相
に
よ

る
貴
族
院
対
策
に
関
す
る
研
究
は
蓄
積
さ
れ
、
家
は
務
究
会
と
協
力
す
る
こ
と
で

貴
衆
縦
断
を
可
能
と
し
、
政
権
運
営
を
安
定
化
さ
せ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
6
0

研
究
会
と
政
友
会
の
「
握
手
」
と
太
古
に
つ
い
て
は
、
大
正
七
年
の
多

額
納
税
者
議
員
選
挙
に
関
す
る
酉
尾
氏
の
一
一
一
一
口
及
が
あ
る
7
0

て
史
料
が

活
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
貴
族
院
議
員
・

っ
しミ

て
検
…
吋
約
す
る
品
要
が
あ
ろ
う
。

2
．
議
会
で
の
活
動

衆
議
院
議
員
時
抗
と
間
諜
に
、
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

官
の
発
言
状
況
を
ゆ
調
べ
る
と
次
の
通
り
と
な
っ
た
。

い
て
太

（
通
常
）
・
・
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
関

一
分
科
会
（
陸
軍
省
、

田

大
正
三
年
二
月

二
O
B

九
呂
議
会
（
特
別

γ
・
・
寺
内
正
毅
内
閣

東
洋
拓
殖
株
式
会
社
法
中
改
正
法
律
案
持
関
委
員
会

月

日

〈
通
常
）
・
・
・
寺
内
正
毅
内
閣

支
出
の
件
（
承
諾
を
求
む

大
正
第
一
面

第
盟
二
回
議
会
（
通
常
）
・
・
・
原
敬
内
閣

第
六
茜

（
特
別
）
・
・
・
原
敬
内
閣

鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
律
案
特
別
委
員
会

鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
律
案
特
別
委
員
会

第
四
四
国
議
会
（
通
常

γ
・
・
原
敬
内
需

軌
道
法
案
特
別
委
員
会
第
一
四
大
正

鉄
道
敷
設
法
改
正
法
律
案
特
問
委
員
会

鉄
道
敷
設
法
改
正
法
律
案
特
関
委
員
会

第

百

五

回

議

会

・

‘

・

高

橋

是

清

内

調

二
回
大
正

次
加
藤
高
明
内
閣

第
五
回

第

国

外
七
件
特
別
委
員
会

大
正
九
年
二
月
一

大
正
九
年
七
月
二
一
日

ヱ
ハ
日

O
年
三
丹
一
一
一
一
日

第
五

O
回
議
会
（
通
常
）
・

鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
律
案
外

月鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
律
案
外
二
件
詩
別
委
員
会

月
二

O
日
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大
正
一

O
年
三
月
二

大
正
一

O
年
三
月
二
六

E

第
一
回

大
正

自

大
正
一
四
年
三

衆

議

院

議

員

時

代

と

同

議

、

る

法

案

審

議

に

参

画

し

専
門
性
を
活
か
し
た
議
員
活
動
と
い
う
点
で
泣
衆
議
院
議
員
時
代
か
ら
一

い

さ

ら

に

、

多

数

残

さ

れ

た

譜

頼

・

陳

情

書

や

パ

ン

フ

レ

ッ

ト
て



な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
ち
に

今
回
整
穂
し
た
史
料
を
用
い
た
賞
衆
再
院
議
員
時
代
の
太
吉
の
素
描
は
以
上
の

通
ち
で
あ
る
。
解
題
で
も
述
べ
た
通
り
、
地
元
の
み
ま
ら
ず
金
問
各
地
の
人
々
か

ら
の
数
多
の
期
待
が
政
治
家
・
蘇
生
太
古
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、

太
吉
の
よ
う
に
地
元
の
名
企
が
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
さ
ら
に
は
多
額
約
税
者
議

員
と
し
て
糞
族
院
へ
と
活
譲
の
場
を
拡
げ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
を
歴
史
的
に
ど

う
位
置
付
け
る
か
は
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。

既
に
整
理
が
終
わ
っ
て
い
る
多
く
の
史
料
器
、
そ
し
て
現
在
刊
行
中
の
「
麻
生

太
古
日
記
」
を
併
せ
て
読
む
こ
と
で
、
議
員
・
蘇
生
太
古
の
研
究
が
よ
り

援
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
小
講
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

ー
泉
彦
議
「
麻
生
太
吉
伝
』
（
第

2

麻

生

刊

仔

会

編

一
九
三

、
一
一
一
六
二
j

（
同
会
、

九
一
一
一
五
年
）
、

3 

四
回
真
。

一回一一一、

4

多
額
納
税
者
議
員

て
は
、
西
思
林
太
郎

四
年
賓
族
院

〈
「
愛
知
淑
語
大
学
現
代
社
会

、
間
「
大
正
一
四
年
賛
族
院
多

…
淑
謡
大
学
紀
要
交
流
文
化
学

一
O
一
四
年
〉
、
問
「
第
六
百
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
通

常
選
挙
の
当
選
者
と
会
派
」
吋
愛
知
淑
徳
大
学
現
代
社
会
研
究
科
研
究
報
告
」

な
ど
を
参
燕
の
こ
と
。

研
究
科
研
究
報
告
』

一一

O
二一

の
当
選
者
」
〈

部
篇
』
第
四
号
、

。
号
、
ニ

O

「
貴
族
院
の
会
派
研
究
会
史

（
尚
友
倶
楽
部
、
九
八

O
年
〉
、
臨
港
林
太
郎

の
時
代
と
貴
族
院
い
（
成
文
堂
、

0
0五
年
）
、
内
藤

設
治
」
（
思
文
関
出
版
、
一
一
、
再

な
ど
。

5 6

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、 一
四
四
頁
。

明
治

モ
ク
ラ
シ

i

成
「
貴
族
院
と
主
意

（
問
成
社
、

。
。
八
年
）

7

前
掲
吉
尾

ヂ
モ
ク
ラ
シ

i
の
時
代
と
貴
族
院
円

六
O
、一ムハ
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「
麻
生
家
文
書
」
議
会
関
係
史
料
群
に
み
る
麻
生
の

炭
鉱
経
営

者B

’慎

p；刃
閏

司

は
じ
め
に

本
史
料
群
は
議
会
関
係
と
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
解
題
に
あ
る
よ
う
に

実
際
は
議
員
活
動
の
た
め
に
上
京
中
の
麻
生
が
蒐
集
ま
た
は
麻
生
の
元
に
到
来
し

た
史
料
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
元
福
岡
か
ら
到
来
し
た
書

翰
類
も
散
見
さ
れ
る
。
請
願
書
な
ど
議
員
活
動
関
連
の
も
の
が
多
数
で
は
あ
る
が
、

一
部
に
麻
生
の
炭
鉱
経
営
と
直
接
関
係
す
る
も
の
も
あ
る
。
特
に
、
衆
議
院
議
員

を
勤
め
た
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）

1
三
五
年
は
、
個
人
経
営
か
ら
経
営
組
織
と

し
て
の
麻
生
商
店
へ
と
移
行
（
明
治
三

O
年
）
し
た
直
後
で
あ
る
ほ
か
、
そ
の
後

経
営
に
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
藤
棚
炭
鉱
の
引
き
受
け
が
行
わ
れ

る
（
明
治
三
四
年
）
な
ど
、
麻
生
の
石
炭
鉱
業
経
営
の
重
要
な
転
換
期
で
あ
っ
た

た
め
、
議
員
活
動
の
た
め
上
京
中
と
は
い
え
ど
も
自
身
の
炭
鉱
経
営
と
無
縁
で
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
衆
議
院
議
員
時
代
は
炭
鉱
経
営
関
係

史
料
が
多
数
残
存
す
る
。
本
史
料
群
は
、
鉱
業
家
麻
生
太
士
口
の
議
員
活
動
を
物
語

る
の
み
な
ら
ず
、
筑
豊
石
炭
鉱
業
史
研
究
に
お
い
て
も
非
常
に
有
益
と
い
え
る
。

一
、
麻
生
商
店
関
係

明
治
三
二
年
j
三
四
年
分
の
麻
生
商
店
各
坑
お
よ
び
各
部
署
か
ら
の
報
告
書
が

散
見
さ
れ
る
（
一
部
は
野
見
山
米
吉
名
義
で
の
報
告
）
。
体
裁
は
麻
生
商
店
及
び

各
坑
、
各
部
署
の
罫
紙
綴
と
な
っ
て
お
り
、
上
三
緒
・
山
内
・
豆
田
、
芳
雄
製
工

所
・
骸
炭
場
・
精
米
場
な
ど
か
ら
の
経
営
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
各
所
で
記
載
の

後

一
旦
麻
生
商
店
本
社
（
飯
塚
）
に
て
店
長
野
見
山
米
吉
l

の
元
で
整
理
さ
れ
、

上
京
中
の
太
吉
の
下
へ
と
郵
送
と
い
っ
た
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
書

翰
（
七
四
六

l
一
六
i

一
一
）
を
み
る
と
、
罫
紙
の
日
付
は
二
二
日
、
二
三
日
付

と
な
っ
て
お
り
、
封
筒
は
一
一
一
一
一
日
付
、
二
六
日
に
東
京
着
の
消
印
が
確
認
さ
れ
る

た
め
、
各
所
か
ら
商
店
へ
一
、
二
日
で
集
約
さ
れ
、
二
、
三
日
程
度
で
東
京
へ
と
到

着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

時
代
順
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

・
明
治
三
二
年

明
治
三
二
年
一
二
月
一
一
日
（
七
四
九
｜
一
八

l
一
O
四）

明
治
三
二
年
一
一
一
月
一
五
日
（
七
四
九
｜
一
八
l

一三

O
）

・
明
治
三
三
年

明
治
三
三
年
一
月
二
九
日
（
七
五

O
l
一
九
｜
七
）
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明
治
三
三
年
二
月
一
二
一
、
二
三
日
（
七
五

O
l
一
八

l
七
七
、
七
人
）

明
治
三
三
年
二
一
月
1
三
四
年
二
月
（
七
四
五
l

一六）

・
明
治
三
四
年

明
治
三
四
年
三
月
一
一
一
一
日
（
七
四
六
｜
一
四
！
こ

明
治
三
四
年
三
月
一
五
日
（
七
四
六
｜
二

O
l七）

明
治
三
四
年
三
月
一
七
j

一
九
日
（
七
四
六

l
一
四
｜
二
、
三
、
四
）

明
治
三
四
年
三
月
一
九
日
（
七
四
六

l
一
七
｜
八
）

明
治
三
四
年
三
月
二

O
日
（
七
四
六
｜
一
七
｜
一
一
）
二
一
一
日
発

明
治
三
四
年
三
月
一
一
一
日
（
七
四
六
｜
一
六

l
四）

明
治
三
四
年
三
月
一
一
一
一
日
（
七
四
六
｜
一
六
｜
三
）
一
太
七
発
、
豆
田

明
治
三
四
年
三
月
二
二
、
二
三
日
（
七
四
六
｜
一
六

l
一
一
）
一
二
三
日
発
・

二
六
日
着
消
印

報
告
は
月
単
位
で
な
く
日
単
位
で
行
わ
れ
て
お
り
、
留
守
を
預
か
る
店
長
・
野



上
京
中
の
店
主
太
古
が
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
特
に
七
四
六
の
箱
に
あ
る
明
治
一
一
一
四
年
一
一
一
月
は
残
存
状
況
が
長
好
で
あ
り
、

一
一
一
一
日
よ
り
二
三
百
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
に
あ
た
る
報
告
書
が
残
っ
て
い
る
む
麻
生
商

店
に
お
け
る
記
録
の
作
成
・
整
理
・
管
粗
は
、
明
治
一
一
一
一
年
の
経
営
改
革
に
よ
る

高
則
の
実
路
〈
同
一
一
三
年
一

O
月
）
で
明
文
化
さ
む
て
お
り
、
作
成
さ
れ
た
記
録

内
容
の
精
確
さ
を
確
保
す
る
た
め
、
鹿
主
や
店
長
の
検
罷
な
い
し
関
覧
が
指
定
さ

れ
て
い
る
2
0

本
史
料
群
に
残
さ
れ
た
報
告
書
は
、
麻
生
藷
店
の
経
営
状
況
を
示

す
の
み
ま
ら
ず
店
期
の
運
用
実
態
も
示
し
て
お
与
興
味
深
い
c

衆
議
院
議
員
持
代

の
明
治
一
一
一
二
年
1
一
一
一
五
年
は
個
人
経
営
か
ら
経
営
経
識
と
し
て
の
蘇
生
商
店
へ
と

移
行
し
た
直
後
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
緊
密
な
経
営
報
告
が
行
き
交
っ
て
い
た
こ

と
は
、
未
だ
太
古
自
身
に
よ
る
ト
ッ
プ
・

メ
ン

し
て
い
た
こ

の
と
い
え
る
。

ま
た
、

一
四
年
に
蘇
生
は
関
乙
笠
松
村
に
居
生
す
る
花
村
久
助
と
の
関
係

の
共
同
経
営
に
参
加
す
る
が
、
そ
れ
に
関
係
す
る
書
翰
も
存
主

O
i一一一
O
、二

O
l二
、
七
五

O
i一

（
七
四
六

l

六
六
）
。
立
村
は
麻
生
や
嘉
穂
銀
行
か
ら
の
借
金
に
よ
り
笹
原
炭
鉱
の
経
営
を
行
っ

て
い
た
が
こ
の
時
期
に
は
盟
難
に
陥
っ
て
お
り
、
後
述
す
る
藤
揚
炭
鉱
と
同
じ
く

地
縁
、
血
縁
上
の
金
銭
的
な
行
き
が
か
ち
か
ら
経
営
参
加
を
せ
ざ
る
を
碍
な
か
っ

た
3
0

笹
原
山
灰
拡
誌
藤
棚
炭
鉱
の
L

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期

一l
一
一
四
、
七
宜

O
i

の
一
克
へ

こ
と
に

の
炭
鉱
経
営
の

本
史
料
群

端
を
示
し
て
お
り
、

で
の
過
程
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

、
藤
掛
炭
鉱
関
誌

麻
生
詰
明
治
三
四
年
一
一
一
月
に
吉
出
幹
次
よ
り
議
棚
炭
鉱
の
経
営
合
引
き
受
け

た
が
、
衆
議
箆
議
員
時
代
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
あ
た
る
た
め
、

中
的
太
古
の
一
克
へ
藤
棚
炭
鉱
関
係
の
書
翰
が
数
多
く
到
来
し
て
い
る
。

藤
槽
炭
鉱
は
元
々
麻
生
の
義
見
吉
川
幹
次
に
よ
り
開
発
が
行
わ
れ
、
車
縁
関
探

か
ら
蘇
生
が
古
川
の
保
証
人
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
関
係
を
持
つ
こ
と
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
麻
生
が
保
証
人
と
な
っ
た
直
後
の
明
治
一
一
一
一
一
年
一

O
月
に
坑
内

火
災
が
発
生
し
、
ま
た
吉
出
も
約
束
手
形
の
残
高
が
嵩
み
債
務
返
請
が
不
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
麻
生
が
横
務
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
を
条
件
に
経
営
権
を
引

こ
と
と
な
っ
た
4
0

の
三
二

月
に
は
炭
坑
排
水
〈
諮
火
）

入
i
一
七
）
、

本
史
料
群
を
み
る
と
、

に
関
す
る
書
翰
が
古
川
よ
り
到
来
し
て
お
り
〈
七
自
九
｜

一
一
一
一
一
一
年
一
月
に
は
古
川
へ
融
資
を
行
っ
て
い
た
藤
本
銀
行
の
借
入
金
を
巡
る
議
稽

銀

行

・

鞍

手

銀

行

か

ら

の

が

残

存

す

る

の
報
告

}¥ 

。
ま
た
、
二
足
に
は
官
川
よ
り
近
況
報
告
が
行
わ
れ
て
い

九
｜
一
八
〉
。
七
班

O
i一一一一
l
昭
一
試
麻
生
（
野
見
山
米
吉
）

へ
宛
て
ら
れ
た
藤
概
炭
鉱
の
域
内
消
火
に
関
す
る
意
見
書
で
あ
る
。
明
治
三
一
一
一
年

一
、
ニ
月
頃
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で
の
消
火
活
動
が
不
徹
患
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
火
災
鎮
火
は
「
到
農
姑
息
ノ
手
段
ニ
テ
ハ
大
ヶ
敷
」
、
涜
内
へ
の
「
全
部
注

水
ニ
加
盟
問
之
テ
ハ
奏
功
致
関
数
」
と
の
指
揚
が
な
さ
れ
て
い
る
。
藤
様
炭
鉱
の
引
き

受
け
に
関
す
る
過
載
が
垣
間
見
え
る
。

i
一一

O
、
二
三

1
一一

-147-

る
（
七
五

O
i

蘇
生
商
店
や
藤
棚
炭
鉱
に
辻
及
ば
な
い
が
、

行
か
ら
の
業
務
報
告
も
数
点
存
在
す
る
（
七
四
九

l
一
入

i

一一、一

が
頭
取
を
勤
め
、
七
五

O
l

J¥ 

。
会

3
1

一

堵
T
d

，Eι
u宅
自

一
九
日
、
二
丹
一
一
六
日
と
数
震
に
わ
た
ち
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
麻
生
高
窓
口
弘

ど
緊
容
に
報
告
を
行
き
交
わ
せ
て
は
い
な
い
の
は
、
森
生
自
身
に
よ
る
強
力
な



ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。
こ
の

業
務
報
告
は
、
麻
金
蕗
患
の
経
堂
報
告
と
同
じ
く
、
高
身
の
不
在
時
に
お
い
て
議

元
会
社
か
ら
の
情
報
を
知
得
に
取
得
し
て
い
た
の
か
を
示
す

い
え
よ
う
。

明
治
三
富
年
の

問
、
麻
生
本
家
関
係

関
採
の
龍
に
も
、
麻
生
家
岳
捧
に
関
す
る
記
録
も
存
在
す
る
。
明
治

廷
の
鶴
十
郎
（
二
男
）
の
痛
気
の
連
絡
〈
七
四
九

i
一
人
｜
四
八
）
、

ぷ
子
中
の
鶴
十
郎
や
入
部
（
弟
〉
の
出
席
数
通
知

る
な
ど
も
あ
る
。
「
本
家
報
告
綴
」
〈
七
四
七

l
一一）

日
の
麻
生
本
家
の

5
誌
で
あ
り
、
本
家
へ
の

て
い
る
。
本
史
料
群
の
多
様
性
を

三
二
年

〈
七
四
六
i

一
O
｜一
月
一
日
1
毘
丹

・
米
状
な
ど
に
つ
い
て
遂

示
す
一
一
例
と
い
え
る
。

148-

ー
野
見
山
は

に
わ
た
り
番
頭
的
立

中
は
商
活
全
般
を
指
揮
す
る

の
企
業
家
史
」
〔
浦
山

る

｛立

に
あ
り
、
太
古
の

に
あ
っ

た
（
新
鞍
拓
生
『
筑
豊
鉱

一
五
人
真
）
。

2 

五
四
；
一
五
七
百
ハ
。

3

前
掲
新
鞍
著
書
、

4

前
掲
新
鞍
著
書
、
一



凡

伊リ

（
箱
番
号
七
四
去
1
七
六
一
ニ
）
に
つ
い
て
掲
載
し
た
。

配
列
は
整
璃
番
号
の
穎
と
し
、
史
料
の
年
代
や
形
態
な
ど
に
よ

べ
番
え
は
行
っ
て
い
な
い
。

字
体
は
康
前
例
と
し
て
常
用
の
も
の
を
用
い
た
。

目
録
に
は
、

数
量
・
備
考
の
項
を
設
け
た
。

番
号

宛
先

内
容

・
タ
イ
ト
ル
・

史
料
番
号
は
、
箱

枝
香
の
蝦
に
付
し
た
。

判
読
不
明
の
文
学
は
園
、
欠
損
は
口
と
し
た
。

宛
先
の
人
物
の
一
向
精
書
に
つ
い
て
辻
、
史
料
上

の
ま
ま
と
し
た
。

・
電
報
の
作
成
者
、
宛
先
に
つ
い
て
誌
基
本
的
に
は
史
料
上
の
表
記
の
ま
ま
と
し
、

つ
い
て
拭

年
次
に
つ
い
て
、
消
印
で
特
断
で
き
る
場
合
は
〔

史
料

都
留
慎
胃
（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
野
博
士
後
期
課
程
）
、
前
田
修
輔
、
小
倉
徳
彦
、

（
九
州
大
学
大
学
箆
人
文

科
学
時
務
士
課
穏
）
と
原
口
大
轄
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
助
教
〉
が
共
同
で
行
い
、
信
銀
の
作
成
は
原
口
が
行
っ
た
の
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七
四
五

七
四
五

七
四
五

七
認
証

七
四
蕊

七
四
五

七
四
五

七
四
五

七
四
五

七
四
五

七
四
五

七
西
武

七
四
五

七
四
五

七
四
丑

七
四
日
成

七
四
五

七
四
五自！！I!

五i四l三l二 Eーーふ崎
ノ、

－＇－論
ノ、

陶ムー
ノ、七｜七i七｜七

一一一一
一回

裏j裏！裏i事
第i号i号i第
千げ判外i千

百I I i官

十｜｜｜十
人 I I I七
号i I I号

中
ぷ
護
政
友
会
会
報
局

再
開
刷
掲

印
削
刷
局

印
刷
局

印
刷
局

J¥ 

支
部
関
税
問
題
論
説
集
第
一
輯

二101九

蘇明｜類明l'.ii£1第i鱗
生治l 治｜色｜十｜十
三 i森三｜ ｜主主｜五
十 i生十i i織｜鱗

毛i主II藤i議
月i丹i i文i続
短i部i l審 i公

表i報
公
務
ニ
関
ス
ル
往
復
書

公
務
ニ
関
ス
ル
響
額

境
鶴
湾
岸
等
使
用
料
ノ
件
ニ
就
キ
陳
情
欝

一五

〔雑〕

二ハ

第
十
五
識
合
上
京
中
店
方
報
告
綴

Al七

大
分
大
隈
熊
印
刷
出
有
山
林
払
下
ケ
額
一
一
係
ル
書
類

第
十
五
議
会
衆
議
院
委
員
合
漆
記
録

六ふ

経
済
講
究
要
領

一。
一一一一一一一

素｜筆｜要
文i蟻 i外
瞥i会i

績 i決i十

報
告
書

I努ミ

間
的
措
例
年
4
月
お
呂

大
正
6
年
8
月

照
明
治
お
年
2
月

大
正
ア
年
1
月
お
日

大
正
ア
年
1
月
部
自

大
正
ア
年
1
月

m日

大｜大｜大｜大
正liEI正｜正
ア171717
年［年i年！年
2121212 
月i月iJ=.11 }j 
26126124125 
日jBl日iB 

大
正
6
年
8
月

明
治
犯
年
8
月
お
日

第
十
五
議
会
関
連

金
員
関
連

書
翰
案
文

印
刷
物

印
開
制
物

印
刷
制
物

印
刷
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
制
物

墨

書

部
副
刷
物

印
刷
刷
物

印
掛
物

品！品！ゐ！ゐ
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ぶ卒！金
麻
生
商
店
罫
紙

1 
冊

1 
f穀

中
一
概
紙
の
み

1 
綴

1 
綴

麻
生
藷
窓
罫
紙

蘇
生
窮
屈
罫
紙

2 
冊

1 I 1 119 
糠 i綴i冊



箱

番史
号料

難
車
挨
拶
文

七
四
五

内

円切

"!:!" 

キ支
番

タ
イ
ト
ル

作

成

者

宛

先

年

月

呂

七
回
五

第
八
回
凶

列
問
問
題
勢
要
覧

政
友
号
外
第
十
五
議
会
報
告
審

治
水
会

明
治
犯
年
2
月

吉顕i立

震｜護
総i友
裁i会

i 〆~
1:.3' 

d、i報
Jll j局
平

明
治
討
年
4
月
お
呂

〔記〕
第
十
五
機
会
否
決
撤
回
出
未
決
消
滅
織
議

第
十
五
議
会
貴
族
説
議
事
漉
記
録

七
四
五

五

七
回
笈

.-L婦
ノ、

七
四
五

七

七
密
六

建
議
案
・
綴
情
勢
な
ど

七
回
大

明
治
則
何
年
4
丹
部
日

七
四
六

経
済
講
究
要
領

七
回
大

七

経
済
講
究
要
領

六｜五

七
四
六

七
霞
六

第
十
定
接
合
雑
文
書
綴

第
十
車
機
会
成
績
要
領
書

明
治
担
年
3
月

Ji、

七
四
六

高
倉
神
社
取
欝
欝

A
A

時
期
別
代
議
士
姓

七
四
六

大A

記
述
法

暴墨

書

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
梢
物

印
刷
物

部
制
物

印
刷
刷
物

印
間
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

墨

書

部
劇
物

印
刷
機
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
間
柄
物

墨

欝

吋
E
l
w
d
u

“リ”
n
J

，LU〔
開
抑
制
事

数
畿
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墨
刷物印 刷物印 刷物印 刷物印 刷物印 席物正ロリ刷物印 刷物正H 言述法己

書

冊1 冊1 枚1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 枚1 冊1 枚1 冊1 冊1 1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 数量冊

大正 大正 正大 来表兵
イ輯あり寸

行雪発月日: 雪発行月日: 発千雪月日: 子

イ庸

考
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ま復

番史
号科

タ
イ
ト
ル

キ支
番

請
願
委
員
第
一
分

予
算
議
践
鱗
七
分

予
算
委
員
第
一
分

七
五
三

一
七
六

七
七

伊じ
A 

七
九

七
五
三

J¥. 。

七
五
三

J¥. 

作

成

者

宛

先

年

月

日

大
正
2
年
3
月
4
日

大
正
2
年
3
月
4
日

大
正
2
年
3
月
4
日

大
正
光
年
四
丹
M
日

大
渓
2
年
3
舟
鉛
自

大
正

2
年

2
R
m日

大
正
2
年
2
月
怨
日

大
正
2
年
2
丹
滞
日

大
正
2
年
3
月
l
日

大
正
2
年
2
月
訪
日

大
正
2
年
3
月
山
品
目

大
正
2
年

3
Rお
沼

大
正
2
年内
40
丹
治
諮

大
正
2
年
3
丹
羽
目

内

，τι＝－ 
t'I' 

記
述
法

印
別
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
間
柄
物開設

印
刷
物

1
j
d
“g
n
u
 

向
H
日
叩
M
U
V

出
印
制
刷
物

印
刷
純
物

印
刷
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
桝
物 物物物

1 
冊

大
正
一
冗
年
ロ
月
お
日
発
行

数
議

犠

考

1 
舟

大
正
2
年
3
R
5
a発
狩

1 
器

大
正
2
年
3
月
ら
時
発
狩

1 
箭

大
正
2
年
3
月
5
日
発
行

1 
冊

1 
冊

1 
滞

1 
器
1 
鷲

大
正
2
年
3
月

m日
発
行

ー
冊

大
正
2
キ
3
丹
1
日
発
行

1 
才女

大
正
2
年
3
汚
1
日
発
行

大
正
2
年
3
月
1
5発
行

エ
滞

大
正
2
年
3
月
3
告
発
行

エ
器

大
正
2
年
2
月
初
日
発
計

1 
枚

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

枚

大
法
2
年
3
月
出
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
お
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
お
活
発
行
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七 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五
五 李白

一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

番号料史七ブL ノブL、 五九 ブ四L 丸A 九 九 ブOL j九¥. j~、、 j七'¥. jノl、 玉J¥ 
／＼、 }¥. }¥. 

四

キ番支

事！！ 科会議韻第＝ 矢書通口

五き叉睦田言E干議会意議竺吉国院回
言＝
第二回租免酷ニ閏ス三十帝会衆震第固回

五言己主竺

重量
回締間ス十帝議会最議第回国院

科書韻草＝ 

益（書回十量院回帝 （記ご亜第回十帝議衆議回国院
睦箇田十吉議会最議同院回 （連号言草十帝霊案書国回（霊十帝霊会衆書回
重警量十帝回国

イタト

錆法律零語金議蔀大苧古臨

Jレ

第四回費韓業法改正中
第回章雪法改中 記草速田回租書正地改中

請願委員革
鋸請願委員事 幸運河法案委 霊鋸予童

予事第 （重連記銑量成ニ
関

分 分 第ス

語準曾草予品
イ乍

員 成
長

者

子
爵

描爵山革達貴霊議長
タ－巴－ 

先

公

大正2年月: 日2 正2大雪月日: 正2大年月日: 2大正雪月: 大正2雪月: 
主主月

大正 大正

正大雪月日: 大正年月: 日3 正大雪月日2 主年月: 正大雪月日: 査年月6 日: 

正大

大正年2月: 日4 主月日3 
年

月

日

日 日 日 日 日

内

号五加

大正（ 案

:;;. で・

元年一第

刷物印 刷物巨H 刷物巨ロ 刷物印 刷物印 刷物印 刷物印 刷物印 刷物巨ロ 刷物f:[J 席物f:[J リ 席物f:[J リ 席物正日リ 刷物印 刷物印 刷物f:[J 言述法己

枚1 枚1 枚1 冊1 枚1 枚1 冊1 枚1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 数亘王

大正 正大

正2大年月: 

大正 正大

大正年月: 

正大 正大 大正 大正 正大

大正年月; 

大正 正大

雪 雪 雪 吉 雪月 雪
2雪発行月2 日5 

f蒲

考

行発日 発行日 イ発’日丁ー 千マフ日子口モi 発行日 イ？フ’日了ーロな 発行日 発行日 マ行フ日ロ沿 イマフ日’丁ー百モi 発行日 千yフ日子h口!<. 
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幸喜

番史
号科

タ
イ
ト
ル

枝
番

紛
争
持
裁
法
案
饗

私
設
瀧
持
法
襲
警

決
算
委
員
余
議
事

予
算
勢
農
務
器
分

予
算
委
員
第
四
分

予
算
委
員
第
三
分

七
五
三
一
一
二
五

作

成

者

戸晶司．

匁よ

先

年

月

日

大
正
2
年
3
月
幻
自

大
正
2
年
3
月
詑
臼

大
正
2
年
3
丹
m
w
z

大
正
2
年内／
ω

月
舘
日

大
波
2
年
2
月
認

g

大
正
2
年
2
月
箆
E

大
正
2
年
2
月
路
日

大
正
2
年
2
月
初
日

大
正
之
キ
3
月
山
抗
日

大
正
2
年
3
月
4
日

大
正
2
年
3
月
3
日

大
正
2
年
3
月
川
品
目

大
正
2
年
3
月
5
日

大
正
2
年
3
月
4
日

大
正
一
克
年
泣
月
釘
沼

大
正
2
年
3
丹
部
門
口

大
正
2
年
3
月
お
日

内

~ 

-t:'I" 

記
述
法

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
側
刷
物

印
開
制
物

印
刷
柄
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
翻
物

部
例
制
紘
抑

開
制
刷
物

印
刷
物

印
制
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
溺
物

数
量

イ蒲

考

ヱ
枚

大
正
2
年
3
月
担
問
発
行

校

大
正
2
年
3
月
例
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
1
日
発
行

枚

大
正
2
年
3
月
1
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
1
誌
発
行

1 
枚

大
友
2
年
3
R
1
5発
狩

1 
枚

大
正
2
年
3
月
1
日
発
行

エ
枚

大
正
2
年
3
月
1
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
部
日
締
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
5
日
発
行

1 
冊

大
正
之
年
3
月
4
日
発
行

1 
蹄

大
正
2
年
3
月
お
呂
発
行

エ
苦す

大
正
2
年
3
Rお
自
発
一
行

工
枚

大
正
Z
年
3
月
6
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
5
日
発
行

枚

大
正
元
年
立
月
幻
自
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
訪
昌
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
R
M
m活
発
行
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籍

予
算
委
員
第
一
分

予
算
築
関
第
五
分

七
五
三
一
二
三
二

作

成

者

多逗

先

大
正
2
年
3
月
泣
呂

年

月

日

大
一
止
つ
均
年
3
月
倒
的
自

大
正
2
年
3
丹
斜
門
口

大
正
2
年
3
丹
斜
日

大
正
2
年
3
月
引
の
日

大
正
2
年
3
月
例
臼

大
正
2
年
3
月
お
お

大
正
2
年
3
ロ
バ
お
自

大
正
2
年
3
月
別
抗
日

大
正
つ
中
年
3
R
M日

大
正
2
年
3
月
初
日

大
正
2
年
3
月
別
日

大
正
2
年
3
月
2
B

大
正
2
年
3
月
辺
日

大
正
2
年
3
月
沼
田

内

川ゅ

令T

記
述
法

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
郡
物

印
刷
純
物

印
樹
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

郎
劇
物

印
刷
機
物

郎
副
柄
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
例
制
納
税

数
量

大
正
2
年
3
月
倒
的
自
発
行

｛務

考

1 
冊

大
正
2
年
3
月
斜
日
発
行

大
正
2
年
3
Rお
日
発
行

枚

大
正
2
年
3
月
部
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
訪
日
発
行

枚

大
正
2
年
3
月
お
自
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
お
告
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

1 
器

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

1 
捺

大
正
2
年
3
月
部
日
発
行

1 
苦号

大
蕊
2
年
3
月
辺
日
発
行

1
冊

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
お
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
山
昨
日
発
行

1 
情

大
正
2
年
3
月
担
日
発
行

工
務

大
正
2
年
3
月
担
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
制
的
自
発
行

1 
冊
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箱

番史
号科

作

成

者

枝
番

タ
イ
ト
ル

七
五
三
一
二
三
一
一
一

予
算
委
員
第
四
分

予
算
委
員
会
議
鍛

七
五
三

一一五

宛

先

年

月

日

大
正
2
年
3
月
辺
白

大
正
2
年
3
月
辺
日

大
正
2
年
3
月
沼
日

大
正

Z
年
3
持
泣
日

大
正
2
年
3
月
口
8

大
正
2
年
3
月
口
呂

大
正
2
年
3
月
口
B

大
正
2
年
3
月
げ
日

大
正
2
年
3
月
げ
日

大
一
立
つ
中
部
3
月
辺
自

大
正
2
年
3
月
幻
自

大
正
2
年
3
月
U
E

大
正
2
年
3
月
げ
良

大
正
光
年
ロ
月
初
日

大
正
元
年
四
月
沼
田

大
正
一
冗
年
ロ
月
沼
田

大
正
一
元
年
内
以
月
訂
日

男
爵
一
糞
族
寵
議
長
公
一
大
正
2
年
3

爵
錨
抽
出
家
達

大
正
2
年
3
月
mMB

内

,,.,._. 
'tr 

廃
共
院
法
中
改
正
法
律
案

記
強
法

印
掛
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

待
問
柄
物

印
刷
樹
物

印
刷
別
物

印
刷
物

印
刷
物

印
制
物

印
刷
制
物

部
穀
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

汁
け
い
州
内
印
刷
4

C
ト
島
川
並
守

印
刷
刷
物

出
叩
酪
物

1 
枚

大
正
2
年
3
月
山
政
日
発
行

数
義

f蒲

考

1 
枚

1 
器

大
友
2
年
3
月
M
臼
発
行

1 
時

大
正
2
年
3
月
M
日
発
行

1 
時

大
正
2
年
3
月
注
目
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
出
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
治
器
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
訪
日
発
行

工
程号

大
正
2
年
3
月
出
日
発
行

ー
品
加

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
羽
日
発
行

1 
才女

大
正

2
年
3
月
給
自
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
間
同
号
発
行

1 
櫛

大
正
2
年
3
月
沼
告
発
行

1 
枚

大
正
元
年
四
月
mm
器
発
仔

1 
き文

大
正
一
光
年
四
丹
羽
詰
発
行

枚

大
忠
光
年
四
月
却
日
発
行

枚

大
正
一
冗
年
泣
丹
お
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
持
部
門
口
謙
一
行
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決
算
委
員
会
議
銭

七
五

ニ
六
O

七
五
三
一
一
ヱ
ハ

請
願
委
員
会
議
銭

作

成

者

－嗣晶

タ11

党

大一比
2
年
3
月
却
は
M

年

月

毘

大
正
光
年
m
M
月
潟

g

大
正
2
年
3
丹
げ
日

大
正
2
年
3
月
汀
悶

大
正
2
年
3
月

m日

大
正
2
年
3
月
お
日

大
正
2
年
3
月
間
活

大
正
2
牢
3
月
四
円
口

大
正
2
年
3
月間
m
g

大
正
2
年
3
丹
市
ぽ
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
四
百

大
正
2
年
3
丹
お
E

大
正
2
年
3
月
目
白

大
正
2
年
3
月
口
日

大
正
2
年
3
月
沼
目

内

...,,.._ 
tr' 

記
述
法

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
劇
物

印
例
制
物

1
1
d
u
J
n
J
 

灼
同
開
問
叩
制
恨

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

郎
副
総
物

印
劇
物

印
刷
桝
物

印
刷
物

印
刷
物

印
別
刷
物

印
刷
納
物

部
制
桝
物

数
量

大
正
2
年
3
R
M比
呂
発
行

犠

考

1 
枚

大
正
一
冗
年
内
地
丹
m
m
日
発
作

1 
冊

大
正
2
年
3
月
時
臼
発
行

工
技

大
法
2
年
3
月
四
日
発
行

エ
器

1 
冊

大
正
2
年
3
月
獄
門
口
議
狩

1 
冊

大
正
2
年
3
月
m
E発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
お
日
発
行

1 
枚

大
車
内
〆
ω

年
3
月
初
日
発
行

エ
枚

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

1 
脅

大
正
2
年
3
月
却
昌
発
行

1 
枚

1 
冊

大
正
2
年
3
向

nm日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
山
抗
日
発
行

大
正
2
年
3
月
泊
日
発
行

工
務

大
正
2
年
3
月
川
抗
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
川
昨
日
発
一
行

1 
枚

大
正
2
年
3
河
川
的
自
発
持

1 
冊
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七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七五 七
五 李白

一
一 一 一 一 一 一 一 一

j五~ j四·~ j＼、 A ノーに J。＼ 七九 七A 七七 七ーノ」ー、． 
七 七 七 七 七 七。番号料史
五 四

枝番

科会議轟第＝ 

書言
二霊案タル十第

科主第＝ ニ第

二第回縮年短ス限ニ開三会第十帝謹意書回国 第四止闘ル十i 衆議第院 樟軍委員会議轟第＝ 
主 回鎧委員合鋸開ス議ル第三十議衆議会院 重量

科会錆議革＝ 一ス関第ー

扉委塁量会霊 重議委量会
議費帝量

（草連記三回十帝議案議回国院 （霊草言十帝霊案書回 （記草連言十帝議案書回国
（童十早星会衆書 速）記十雲議回膏国院 （連記会十帝議衆議回国院 一号雲十帝貴産回国 ニ号雲旗十帝貴回国院

イタト

芸事（）員鋸筆記神宮建明拍設

Jレ

請願重第
童回書税法主中 11 請願員委第 長連記ご回上寿握興富 書構裁成法中

）重連記量帯統政 予雲量

関 第一
分 第ス 分 分 分 第二

作

成

者

宛

先

査年月: 日7 大正年月: 目8 大正四年月日: 査年2月: 日0 
主主月

大正

大正雪月: 日9 大正雪却月2 日

大正 大正

査年2月: 日2 雪月日 雪月
年

月

日

日

内

:fl. ・

刷物印 昂物印リ 席物i=:n リ 席物印リ 刷物i=:n 席物i=:n リ 席物印リ 席物正日リ 刷物印 刷物印 刷物印 刷物印 刷物印 刷物i=:n 刷物印 刷物印 言述法己

冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 冊1 枚1 冊1 冊1 枚 冊1 冊1 冊1 枚1 枚； 枚1 量数

大正

主年2月: ~ 2年月: ~ 2年月: 
大正

雪 f蒲

考

行発日 千発日子 イマフ’日了ー＝ モ 発行日
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籍
七
五
コ
二
ニ
九
一
一
一

七
五
三
一
二
九
器

七
五
一
一
一
一
一
一
九
五

一
九
六

七
五
一
一
一
一
一
一
九
七

七
五
＝
二
二
九
人

七
五
三
一
三
O
一ニ

作

成

者

苑

党

大
R
Z年
3
月
開
廷

年

月

B

大
正
2
年

3
R
n
a

大
正
2
年
3
月
訪
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
立
つ
均
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
間
凶
器

大
正
2
年

3
R
m
m自

大
説
内
r
M

年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
時
呂

大
正
2
年
3
月
四
呂

大
正
2
年
3
月
滞
日

大
正
2
年
3
舟
滞
日

大
正
2
年
3
丹
路
日

大
正
2
年
3
月
同
日

大
正
2
年
3
月
ロ
ヨ

内

容

記
述
法

印
刷
物

印
刷
物

印
崩
物

印
附
刷
物

出
印
例
制
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
純
物

印
刷
別
物

印
刷
物

印
刷
物

守
ljw
叫
け
け
＠
哨

n
J

凶
H
賠
叩
MUP

印
別
刷
物

印
総
務

印
側
純
物

数
量

大
正
2
年
3
丹
市
山
自
発
行

f務

枚

大
正
2
年
3
月
抗
日
発
行

1 
長苛

大
正
2
年
3
月
お
日
発
行

1 
滞

大
正
2
年
3
月
初
出
発
行

1 
時

大
正
2
年
3
丹
お
話
発
行

工
時

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

枚

大
正
2
年
3
月
お
宮
発
行

1 
冊

大
正
つ
中
年
3
月
初
日
発
行

工
時

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

ヱ
器

大
正
2
年
3
月
却
日
発
行

1 
締

大
正
2
年
3
月

m
g発一行

1 
冊

1 
冊

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
訪
日
発
行

1 
器

大
正
2
年
3
月
四
日
発
行

ヱ
者苦

大
説

2
年
3
月
四
日
発
行

2 
枚

大
正
2
年
3
悶

nmm
日
発
行

工
冊

大
正
2
キ
3
丹
mm
自
発
行

1 
枚
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籍

一O六
香史
号斜

枝
番

タ
イ
ト
ル

七
五
三
一
三
O
盟

七荘一…一一一一一

or札

七
五
三
一
一
ニ
O
七

七
五
三
一
三
O
八

七
五
三
一
一
一
一
一
一
O

予
糞
委
員
会
議
録

七
五
三
一
一
一
一
一
一

第
一
一
一
十
四
mm罷
議
会
衆
議
院

科
会
議
銭
（
速
記
）
第
ニ
回

予
算
委
員
第
一
一
分

作

成

者

,..,....._ 

タ包

先

大
正
2
年
3
月
日
日

年

月

日

大
正
2
年
3
月
日
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
間
自

大
正
Z
年
3
月
時
自

大
成
2
年
3
月
見
詩

大
正
2
年
3
月
時
話

大
正
2
部
3
丹
訪
日

大
正
2
年
3
月
日
目

大
正
2
年
3
克
弘

E

大
正
2
年
3
丹
M
民

大
正
2
年
3
月
M
門口

大
正
お
年
3
月
M
日

大
正
2
年
3
月
げ
日

大
正
2
年
3
R
M
B

大
正
2
年
3
出
バ
リ
川
門
限

大
正
2
M十
3
月
比
呂

大
正
2
年
3
丹
訪
日

内

d で’
fゴ・

詑
述
法

印
刷
制
物

守，J
d
n
U
4
胃
H
J

d
H開
閉
叩
崩
事

印
刷
物

印
刷
物

印
樹
物

印
開
制
物

印
別
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
純
物

印例制納税

印
剥
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

－d
d
H
－wnse 

c料
開
閉
叩
刷
物
－

印
刷
椀
物

数
量

構

考

工
号音

大
正
2
年
3
月
四
日
発
特

1 
器

大
正
2
年
3
月
間
日
発
行

1 
時

大
正
之
キ
3
月
四
日
発
行

大
正
2
年
3
月
ゆ
日
発
行

1 
冊

1 
冊

大
正
2
年
3
向

n
m
m
日
発
特

1 
冊

大
正
2
年
3
開

n
M
M
g発
行

大
正
2
年
3
月
口
E
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
げ
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
げ
日
発
作

枚

大正内／
ω
年
3
月
訪
日
発
行

1 
オヲと

大
正
2
年
3
丹
お
宮
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
丹
江
μ
誌
発
行

エ
枚

大
正
2
年
3
月
叩
凶
器
謙
一
行

1 
器

大
正
2
年
3
月
四
日
発
行

1 
枚

大
正
之
年
3
月
日
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
五
百
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
間
九
日
以
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
Rリ
凶
器
内
対
抗
れ
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李露

予
算
委
員
第
一
分

決
算
番
奥
第
一
分

講
願
接
関
節
一
一
分

予
算
委
員
第
思
分

予
算
委
員
第
七
分

予
算
委
員
第
三
分

七
五
一
一
ニ
三
回
。

作

成

者

貴
族
詫

苑

党

年

月

自

大
正
2
年
3
月
訪
日

大
正
2
年
3
月
日
目

大
正
2
年
3
月
訪
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
店
2
年
3
月
ロ
日

大
正
2
年
3
月
日
B

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
丹
時
日

大
正
2
年
3
足
時
呂

大
正
今
中
年
3
丹
時
日

大
正
2
年
3
月
四
日

大
正
2
年
3
月
ロ
日

大
正
2
年
3
月
U
5

大
正
2
年
3
月
泣
5

大
正
2
年
3
河川

ua

内

d 神

1::1' 

記
述
法

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
縞
物

郎
総
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

－Jd
H
Hリ
切
n
J

d
H問
符
財
務

印
麟
物

~[1 
縞
物

印
税
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
制
物

部
総
物

数
量

大
正
2
年
3
月
日
百
発
行

備

考

ハけV

1 
枚

大
正
2
年
3
月
M
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
刊
抗
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
M
日
発
行

エ
器

大
正
2
年
3
月
M
日
発
行

1 
滑

大
正
2
年
3
月
M
日
発
仔

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
U
H
告
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
凶
器
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
M
日
発
行

1 
罷

1 
枚

大
正
2
年
3
月
刊
日
発
行

工
時

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

皿
附

大
正
2
年
3
月
日
5
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
日

g
発
行

1 
冊

1 
冊

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
器

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
毅枚

1 
冊



華露

香史
号科

タ
イ
ト
ル

キ支
番

予
算
委
員
第
七
分

決
算
委
員
会
議
鍛

予
算
議
員
第
潤
分

七
五
三
一
三
五
人

七
五
三
一
三
五
九

作

成

者

宛

先

五
2
年
3
月
7
日

年

月

日

大
正
2
年
3
月
7
日

大
正
2
年
3
月
7
日

大
正
之
年
3
月
ア
日

大
正
門
／
制
年
3
R
8呂

大
正
2
年
3
月
8
日

大
正
2
年
3
月
7
日

大
正
2
年
3
月
7
日

大
正
之
年
3
舟
ア
日

大
正
2
キ
3
月
γ
日

大
正
2
年
3
月
7
5

大
正
2
年
3
月
8
日

大
正
Z
年
3
月
5
日

大
正
記
年
3
月
4
日

大
正
2
年
3
月
6
日

大
正
2
年
3
月
6
E

大
正
2
年
3
同
月
間
山
日

大
正
2
年
3
月
日
経

大
正
2
年
3
月
日
告

内

容

一
都
議
法

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

邸
側
純
物

印
間
刷
物

印
削
別
物

印
刷
物

印
刷
物

印
制
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
桝
物

将
棋
物

数
量

fti言

考

1 
器

大
正
2
年
3
月
8
日
発
行

1 
脅

大
正
2
年
3
月
0
0
悶
発
行

工
滞

大
正
2
年
3
月
8
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
mw
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
初
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
湾
問
山
口
u
発
作

1 
滞

大
正
2
年
3
R
m
w日
発
行

1 
時

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
告を

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

－
器

大
正
2
年
3
月
0
0
日
発
行

1 
冊

大
正
之
年
内
ぺ
－
M

丹
心
。
日
発
行

大
正
2
年
3
月
S
B発
行

1 
告す

大
正
2
年
3
月
0
0
日
発
行

ー
舟

大
正
之
年
3
月
8
日
発
行

1 
冊

大
正
之
年
3
月
日
自
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
R辺
自
発
作

1 
枚

大
正
2
年
3
月
内
以
内
口
発
行
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結
七
五
三
一
一
一
一
六
一
一

七
五
一
一
二
三
六
四

七
五
＝
二
三
六
七

七
五
三
一
三
六
人

七
五
三
一
一
一
一
七
倍

七
五
三
一
三
七
五

作

成

者

宛

先

大
正
2
年
3
河
口
日

年

月

日

大
庄
内
ふ
年
3
R
m
w
g

大
正
2
年
3
月
叩
日

大
正
2
年
3
月
日
日

大
正
2
年
3
月
間
門
口

大
正
2
年
3
月
0
0
詰

大
正
2
年
3
R
n玲
5

大
正
2
年
3
月
ぬ
詰

大
正
2
年
3
月
凶
日

大
正
2
年
3
月
刊
自

大
正
2
年
3
月
m
w
B

大
正
2
年
3
月
初
日

大
正
2
年
3
舟
山
隠

大
正
2
年
3
月
日
日

大
正
2
年
3
月
日
日

内

.--. 
'f;:l'"' 

記
述
法

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物
物

印
劇
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
例
制
物

印
例
制
物

ぷね印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
税
物

数
量

備

考

－
冊

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
締

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
鋒

大
正
2
年
3
月
日
自
発
行

枚

大
正
2
年
3
月刊
M

活
発
行

冊

大
正
2
年
3
丹
江
毘
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
間
山
自
発
行

1 
冊

大
証

2
年
3
間
九
日
日
発
行

1 
務

工
務

1 
冊

1 
枚

大
正
2
年
3
丹
泣
自
発
行

字文

大
正
2
年
3
月
四
日
発
行

1 
舟

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
滞

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

大
正
2
年
3
月
日

B
発
行

冊



車議

番史
号料

タ
イ
ト
ル

手支
番

七
五
三
一
一
一
一
七
六

七
五
一
一
一
一
一
一
一
七
七

一一一七八

七
五
一
一
二
一
ニ
七
九

七五一一一一一一一八
O

七
五
一
一
一
一
一
一
一
八
二

七
五
＝
二
三
八
三

隷
蹴
側
一
弾
員
鱗
一
…
…
分

予
蒋
委
員
第
四
分

予
算
委
員
第
六
分

七
五
三
一
三
九
二

予
算
委
員
第
七
分

七五一ニ一一一一九一一一

作

成

者

宛

先

年

月

日

大
正
之
年
3
月
刊
日

大
正
2
年
3
R
8
日

大
正
2
年
3
月
間
山
田

大
正
2
年
3
R
m
w設

大
正
2
年
3
月
泣
日

大
正
2
年
3
月
5
自

大
正
2
年
3
月
8
日

大
正
2
年
3
月
6
日

大
正
2
年
3
月
6
日

大
正
2
年
3
月
6
B

大
正
2
年
3
月
5
S

大
正
2
年
3
月
倒
的
日

一止

2
年
3
月
5
日

大
正
之
年
3
月
5
日

大
正
2
年
3
月
5
ヨ

大
正
2
年
3
月一－
o
g

大
店
2
年
3
月
5
5

大
正
2
年
3
月
5
5

内

~・
-tt 

記
述
法

印
刷
棚
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
履
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
崩
物

印
刷
刷
物

i;p 
,lilU 

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
劇
物

数
議

備

考

ヱ
枚

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

工
務

大
正
作
品
年
3
月
日
日
発
行

1 
牧

大
正
2
年
3
月
四
日
発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
日
日
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
月
倒
的
門
口
潜
行

l 
冊

大
正
2
年
3
月
6
日
発
行

工
時

大
正
2
年
3
月
7
日
発
行

工
務

大
正
2
年
3
月
7
臼
発
行

1 
時

大
正
2
年
3
月
γ
日
締
行

1 
冊

大一北
2
部
3
月
ア
百
発
行

1 
冊

大
波
2
年
3
月
7
5発
行

1 
枚

大
正
2
年
3
月
E
E発
行

ー
時

大
正
2
年
3
月
6
日
発
行

l 
器

大
正
2
年
3
月
6
日
発
行

l 
時

大
正
之
年
3
月
6
日
発
行

1 
官珍

大
正
2
年
3
Z
6呂
発
行

1 
冊

大
正
2
年
3
丹
6
日
発
特

1 
枚

大
正
2
年
3
丹
6
話
発
行
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籍
七
五
四

七
r品
開

七
五
mm

主｜割高

七｜六i五：

七
十
丘
四

七
五
詔

開
明
治
三
十
六
年
一
月
改
正

臨

通
知
書

〔記）
平
易
な
る
皇
室
議

大
正
四
年
震
各
特
別
会
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ス
ル
呂
米
交
渉
顛
末

満
蹴
郡
部
制
職
務
考
資
料
露
人
ノ
満
洲
分
割
譲

附
満
蒙
財
政
事
一
一
対
支
連
合
会

伊
東
祐
穀

第
五
十
問
問
題
帝
国
議
会
貴
族
院
議
報
第
八
号
一
環
挟
院

第
五
十
四
割
帝
髄
議
会
貴
族
院
葉
報
第
九
号
一
貴
族
院

費
族
院
議
員
構
所
一
覧
表

第
四
次
馬
政
均
統
計
瞥

帯
間
々
麿
補
助
総
蹴
凡
例

大
正
四
年
補
間
接
統
計
機
第
一
一
一
繍
学
事

第
六
次
馬
政
馬
統
計
書

意
見
書

大
正
一
一
一
年
震
直
轄
工
事
状
況

明
治
問
十
路
年
大
臼
本
帝
国
港
湾
統
計

第
四
次
感
政
務
事
業
概
要

馬
政
局

沢
政
務
調
査
所

苑

先

年

月

日

麻
一
大
正
3
年
2
月

（
大
正
3
年
2
月
時
間
〕

大
正

3
年
1
月

大i大
正i正
313 
年！年
516 
月i月
26 
日

大
正
3
年
5
月

大
正

3
年
7
R
4
8

7
月
5
g

6
月
部
活

大
正
3
年
3
月
1
日

9
年
四
月
日
日

大
正
4
年
江
丹
日
目

大
正
3
年
9
丹
9
日

大
正
円
。
年
9
月
m
N
B

大
正
3
年
Q
M
丹
3
8

大
正
4
年
HURmnM

大
正

3
年
3
丹
市
以
日

大
正
6
年
1
月
初
日

大
正

γ
年
1
月
羽
田

大
正
6
年
7
月
9
日

大
正
4
年
四
月
初
日

大
正
3
年
1
月
部
自

内

d噌＂・・
℃ア

鰭
総
議
法
に
側
関
す
る
陳
情

大
限
潜
治
号

記
述
法

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
籾
物

印
刷
刷
物ii創設！iii印

劇
物

印
刷
物

印
刷
柄
物

印
税
務

部
総
務
織
物

数
王室

貴
族
院
柔
報
桃
川
銭

繍

－
市
川

封
筒
の
み

ー
点

封
欝
の
み

1 
時

ヱ
冊
3 
枚

1 
冊11品！品l品｜品工

時
1 
冊ゐ！品｜副長｜走1 

器品｜品｜品i品i品

考
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李露
七
五
四

七
五
四

七
五
四

七
五
四

七
十
丘
四

七
一
丘
四

七
十
丘
四

七
草
四

七
五
回

七
五
四

七
｝
丘
四

七
日
丘
四

七
五
四

七
五
四

七
五
四

七
五
回

七
五
四

七
五
時

七七
五
回

七
五
回

キ支
番

軽
龍
鉄
道
内
訳
強

タ
イ
ト
ル

動
一
土
輪
問
地
時
一
行
雄
君
の
妄
を
較
す

軍
艦
及
備
砲
ノ
沿
革
対
怒
…

大
正
四
年
十
一
月
増
訂
貴
挟
賎
饗
魔

貴
族
院
議
員
氏
名
表

朝
鮮
鉄
道
状
況
第
五
回

世
界
統
悔
の
力

農
商
務
省
公
酔
余
計
士
制
度
調
査
ノ
写

紋
米
地
〈
縁
者
間
鶴

蹴
市
臨
殺
計
沿
革
史

地
図

第
二
巻

賠償111喜鵠
科
罷
締
法
段
説
反
対
意
見

陛
業
分
業
反
対
意
見

持

成

者

踏
ま
会

貴
族
境
事
務
局

朝
鮮
総
督
府
鉄
道
蒋

成
瀬
仁
職

岡
田
治
郎
作

鈴
木
敬
畿

農
高
務
省
出
林
局

~唱

タ忍

先

年

月

臼

大
正
4
年
5
月
沼
詰

大
正

γ
年
3
月

大
正
4
年
日
月
日
日

大
正
4
年
内
以
月
ロ
日

大
正
4
年
5
月

大
正
5
年
l
向
月
日
門
口

大
政
問
。
年
1
月
刊
山
日

鉄
道
路
線
図 内

，τ失F・
士T

記
述
法

印
刷
純
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
附
刷
物

印
刷
刷
物

印
嬬
物

出州側純物日lililililil朝日Ii出印刷物物

長fll長p
樹！都

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
尉
物

印
刷
制
物

数
量

備

よ｜品｜品出品i品；品i品j副長
費
旗
臨
機
報
附
鍛

1 
冊

紫
焼
段
禁
報
耕
開
銀

貴
族
院
議
報
附
銀

1 
器
工
音号
エ
冊

1 
背任

1 
冊

考
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籍

枚
護幸

寺
院
境
内
下
戻
法
案
ニ
爵
ス
ル
第
四
陳
情
番

大
日
本
国
訪
義
会
々
報
第
十
王
位
す

タ
イ
ト
ル

作

成

者

翰
科
盟
締
法
中
改
正
に
関
す
る
意
見
書

日
本
連
合
歯
科
医
会

水
野
錬
太

七
五
罰

七
五
四

上
競
輪

七
五
四

台
湾
鉄
道
ノ
現
況

七
況
四

軍
人
思
給
法
改
正
の
N
W
饗

七
五
四

（
第
一
号
）
大
一
兆
一
…
年
度
織
入
歳
出
総
予
算
追
加

（
特
第
一
号
）
大
正
…
一
年
庶
各
特
別
会
計
薮
入
議

出
予
算
追
加

大
正
三
年
度
予
算
綱
要

大
正
三
年
度
予
算
参
考
書

七
五
四

一
四
五

七
蕊
四

一
盟
六

七
五
部

間
閉じ

七
五
践

一
四
八

七
五
回

一
四
九

七
五
密

－喰タ！！

先

年

月

日

大
配
4
年
3
丹

大
正
6
年
1
丹
5
円
以

大
正
3
年
ぬ
丹

大
正
5
年
2
丹

大
正
5
年
2
月

正
5
キ
2
月

大
正
6
年
1
月
S
B

内

同｝

世l'"

印i言己
制i述
物 i法

印
刷
物

印
桝
燃
物

部
劇
物

印
間
刷
物

氏111印
刷｜刷
物｜物

印
刷
物

印
翻
物

印
開
制
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
崩
物

印
別
刷
物

印
刷
柄
物

部
制
純
物

数
量
1 
冊

ー
舟
1 
者昔
1 
器

ヱ
冊

1 
冊
1 
冊

1 
母

1 
椅

1 
冊
1 
冊
1 
冊
1 
冊
1 
時品i品！品！品1 

冊

構
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箱

番史
号科

七
五
回

一
車
七

七
一
丘
四

浪
人

七
五
回

一
五
九

七
五
密

一
六
O

七
五
出
向

榊ふ崎

ノ、

七
五
一
服

加ふm・
ノ、

七
五
四

句－＇－・
ノ、

七
五
四

一
六
回

七
五
回

一
六
五

七
五
四

七
波
観

六
六
六
七

七
五
沼

一
六
人

七
五
四

一
六
九

七
五
四

七
六

七。

七
五
四

七

七
五
回

七

七
五
密

一
七
五

七
五
感

枝
番

タ
イ
ト
ル

内
務
省
所
管
一

会
料
一
判
所
麗
参
照
書

ヘ
キ
契
約
ニ
関
ス

貴
族
翠
嚢
報
号
外

貴
族
疑
義
報
号
外

貴
族
院

貴
族
院

一
ニ
党
書
領
会
合
…
…
関
ス
ル
原
総
裁
ノ
報
告
概
要

蕊
鐙
政
友
金
本
部

紫
族
税
義
報

紫
挟
綴
勢
報

第i第
一一一一十｜号
貴｜貴
族！族
院 1院

第i賞
五i族
十ii詫
大 i議
出i報
宇野i
閤｜号
議げも
t』
ヨ弐

貴
族
罷
葉
報

一
費
接
院

第
二
号
一
驚
挟
院

官

報

号

外

印
刷
桝
舟

官

報

号

外

作

成

者

相F

宛

先

年

月

日

大｜大
正｜正
515 
年｜年
516 
月i月
27119 
El母

6
丹
口
門
口

大
正
4
年
3
月
Mm
日

大
正
4
年
5
月
却
臼

大
正
4
年
6
同
月

8
門口

大
正
4
年
3
同
月
叩
同
日

大
正
4
年
与
問
バ
叩
凶
器

内

n』

乍ア

一
一
一
滞
棟
楼
が
設
け
た
原
敬
、
加

藤
高
明
、
犬
養
毅
会
合
の
顛
末

一
一
一
政
党
首
領
会
見
顛
末
に
関
す

る
協
議
員
会
に
お
い
て
原
総
裁

よ
り
報
告
あ
り

観
桜
会
御
忍
の
件

帝
思
議
会
開
院
式
勅
締

大
正
4
年
5
月
部
自

記
述
法

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
溺
物

印
尉
務

印
間
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
劇
物

印
例
制
物

mw樹
物

印
刷
制
物

印
削
刷
物

守
E
J
J
H
U

－－胃
nd

向
H
E叩
財
官

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
梢
物

数
量

ヱ
器

工
時

ー
器

1 
冊

1 
冊

1 
時

1 
綴

1 
滞

－
冊み｜表

1 
枚

1 
枚
ヱ
枚枚

1 
枚
1 
冊
1 
枚

構

七
五
四
l
一
六
八
に
添
付
ヵ

考
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籍

一
九
七

一
九
八

七
五
回

一
七
七

七
五
回

七
j＼、

七
五
四

七
九

七
五
回

!¥. 。

七
五
回

j＼、

七
五
思

七
五
時

!¥. 

七
忍
臨

j＼、
四

七
五
四

八
五

七
五
四

一
八
六

七
五
四

一
人
七

七
蕊
閉
山

!¥. 
｝＼ 

七
五
密

一
八
九

七
五
四

一
九
O

七
五
四

七
五
四

七
草
四

七
一
丘
四

七
五
四

一
九
一九二

九一一一
九州出
丸
沼

九
六

七
五
回

中支
番

タ
イ
ト
ル

作

成

者

質
強
焼
議
報
号
外

資
旗
院

通
知
審

外第！こ第
三｜十三

土｜二十
ノ、 l’J －ム喧
V亡 Tl ノ、

墨｜間

最！帝
議i開
会i 議

,L>. 

= 

費
接
践
葉
報

第一
貴
接
接

費
銭
織
機
事
強
記
録
号

大i大！大i大！大
日｜日｜日 i日i日
本｜本｜本i本i本
国｜国｜国｜悶i関

襲！襲｜襲｜襲｜議
会i会i余｜合｜会
々i々 i々 i々｜々
報 i報i報i報｜報

f lllSlili 

大i大i大！大！大
詰i臼i日｜日｜日
本 i本｜本｜本｜本
醤 i霞｜罰i悶l問
訪ii窃i妨ii坊i防
義 i義 i義i議H磯
メお l,L>-1J岳、 IAIぷゐ
=1ヱ：；； 1=1=1=

大
日
本
間
出
妨
義
会
々
報
第
二
号

第
一
一
一
服
万
部
議
段
務
事
会
議
報
告
書

大
日
本
問
妨
議
会

1事F

宛

先

年
月
門
口

大
正
A
A
年
3
月
8
詰

大
正
Aa
年
之
口

nm門口

大
正
4
年
6
月
9
日

大一応
4
年
5
月
口
日

大
正
4
年
6
月
7
日

大
正
4
年
5
月
お
自

大
正
4
年
ロ
丹
4
5

大
政
A
A
年
日
四
月
郡
白

大
正
4
年内
ω
月

大
正
4
年
6
月

大
正
・
4
年

8
R

大
正
4
年
2
月

大
正
5
年
4
月

大
正
3
M十
四
月

大
正
7
年
1
丹

m
g

内

何 h

1::1' 

海
軍
省
よ
り
御
用
鉛
加
賀
丸
を

南
洋
諸
島
及
び
フ
ィ
ジ
1
へ
｝
派

遣
す
る
た
め
使
乗
希
望
の
方
は

費
挟
院
庶
務
課
へ
通
知
希
望

記
述
法

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
開
制
物

却
問
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

出

w裂
物

印
龍
物

句

a
e
d
M什
噂
泊

nJ

向
山
門
隠
叩
制
移

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
榔
物

mw例制物

印
刷
柄
物 物

数
量

貴
族
院
葉
報
器
録

議

1 
枚

1 
牧

1 
告を

ヱ
器

1 
枚

貴
族
院
議
報
第

附
録

枚
1 
枚

1 
冊

1 
冊

工
器
1 
時

1 
冊

1 
冊

－
冊品j品！み；品！品ー

帝
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七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
十
五
五

七
古
紙
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
一
札

七
五
忠

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
耳

七
五
一
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

箱

タ
イ
ト
ル

英
大
小
課
税
案
一
一
対
ス
ル
歎
願
書
附
隙
情
瞥

莫
大
小
課
税
反
対
意
見
書

四

大
蕊
九
年
特
別
大
構
溜
陪
観
事
議

費
挟
総
裁
報
号
外
第
十
ニ

貴
族
院
議
報
号
外
第
三

賞
挟
院
議
報
号
外
第
十

貴
族
院
葉
報
号
外
第
八

書
翰

-1....... 
r、

貴
族
院
議
報
号
外
第
七

貴
族
院
議
報
号
外
第
九

紫
謀
説
畿
報
号
外
第
十
一

葉
線
院
議
報
号
外
第
八

繋
族
説
嚢
報
栂
録

第
四
十
三
回
帝
国
議
会
費
族
院
議
議
経
過
…
覧

表嚢
族
援
嚢
報
号
外
第
一

貴
族
院
葉
報
号
外
鱗

四

議
持
軍
事
費
予
算
追
加

一
日
立
予
算
外
国
庫
ノ
負
担
ト
ナ
ル
ヘ
キ

関
ス
ル
件

一五

通
知
審

Al=t;I；ミ

大
正
九
年
捜
予
算
鱗
要

大
正
九
年
捜
競
入
議
出
予
算
書
類
韓
日
録

大
正
九
年
度
予
算
参
考
書

火，

大
正
九
年
度
歳
入
議
出
予
算
審

九げし

大
正
七
年
度
歳
入
蹴
出
現
針
響

大
正
九
年
麗
各
特
別
余
計
職
入
農
出
予
算

大
正
八
年
度
各
特
別
会
計
議
入
議

カ4

四

一
九

五

九

wふ繍

／、

宛

年

月

日

先

策
焼
院

愛
続
税

鷺
族
院

血
頁
族
話

大
正
9
年
日
月
初
自

大i大！大｜大
正l正｜正｜正
9191918 
年！年｜年i年
1111214110 
月i月｜月 Iii 
1711 113120 
呂181818

麻
生
太
古

大i大！大！大i大
正IIEI正i五i正
919191919 
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貴
族
院

費
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院

大
正
9
年
3
月
山
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大
正
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3
月
初
沼

河
一
麻
生
太
吉
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正
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年
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初
時
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脅
締
役
会
問
問
機
築
山
内

新
収
図
書

観
議
会
御
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件

記
述
法

印
制
物

印
刷
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ン
書

印
尉
物
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刷
物
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刷
物

印
刷
物
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刷
物

郎
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刷
物

印
刷
純
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書
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物
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物
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七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

七
五
五

OI九九五i五iえiえ一九九九え i え l~I 五
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番

タ
イ
ト
ル

作

成

者

七

議j議
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閤｜大
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霊！暴
翠i章
者i遺
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賞
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院
韓
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号
外
第
鵠
他

通
知
書

貴
族
院
葉
報
号
外
第
一
一
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七。

通
知
書

f＼、

索
譲
渡
業
報
号
外
第
一

九四

鉄
道
敷
設
法
中
改
正
法
律
案

鉄
道
敷
設
法

鉄
灘
敷
設
法
第
二
章
第
一
期
鉄
清

大
正
九
年
段
以
務
改
良
工
事

｝町一

出
料
金
太
古

発

党

大
正
9
年
1
月
初
日

年

月

自

大
正
叩
年
6
丹
6
白

大
正
詩
年
3
月
。
。
臼

大
正
叩
年
2
月
8
u
u

大
正
9
年
立
月

M
g

大
正
7
年
泣
是
認
呂

大i大！大
正！正i正
91919 
年｜年｜年
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月i月｜月
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大
正
9
年
目
丹
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5
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正
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M
年
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月
路
日

大
正
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d
年
7
丹
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器

誤
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訂
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離
議
会
織
容
の
件

競
落
合
御
召
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件
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記
述
法

印
削
刷
物

印
刷
物

印
刷
物
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刷
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部
例
制
物

印
劇
物

印
刷
物

墨

書
印
刷
物

印
制
物
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劇
物

印
刷
刷
物
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物
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印
刷
物
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番史
号事ヰ

枝
番

綱吉

タ
イ
ト
ル

九

通
知
審

七
五
五

戸よ4・ノ、

大
正
九
年
一
月
調
改
前
鉄
濃
路
線
網
図
表

七
五
蕊

九

鉄
道
議
議
員
待
滞
事
例

大
正
九
年
般
競
設
費
新
線
追
加
内
訳
表

話
次

七
五
五

第
四
十
一
一
一
回
帝
部
競
合
衆
議
院
委
員
会
議
録

ノ、

大
正
七
年
度
決
算
書
類

第
四
十
三
回
帝
国
議
会
貴
族
続
殺
報

第
盟
十
三
回
帝
国
議
会
紫
焼
説
嬢
響
楽
記
録

大
五
十
年
十
一
一
月
増
前
費
接
続
要
覧
（
乙
）

大
正
九
年
十
一
…
月
増
前
貴
族
毘
要
覧
（
乙
）

作

成

者
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タ包

先

内
訳
表
や
予
算
表
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嬢

大
正
8
年
内
以
月

運
輸
収
入
、
営
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費
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捜

部
一
覧

年

月

日
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公
一
大
正
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M
年
2
月
6
日

鉄
道
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設
法
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正
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律
簾

大！大
正i正
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年｜年
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月｜月
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正
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年
7
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記
述
法
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刷
物

印
刷
物

印
刷
物
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物i物
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刷
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七
五
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五
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六
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五i五i五
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七
拡
大

七
五
六

七
五
六

七
拡
大

七
五
六

七
五
六

七
五
六

七
車
中
ハ

七
五
六

七
五
六

籍

四

七

大i五七七i七｜七i七i七
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正
十
年
度
裁
入
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予
算
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正
十
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予
算
事
考
書
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正
十
年
窓
議
入
予
算
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細
書

大
正
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年
度
各
特
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合
計
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入
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予
算

予
算
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思
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ト
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ヘ
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約
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刷
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七
五
六

七
五
六

七
五
六

七
五
六

七
十
立
大

七
球
大

七
五
六

七
五
六

七
獄
中
ハ

七
五
六

七
波
大

七
五
六

七
五
六

七
去
六

七
五
六

七
五
六

七
五
六

七
五
六

七
五
六

七
五
六

籍

七

七

作

成

者

番史
号科

枝
番

タ
イ
ト
ル

七 七ト七トt二i七i七i七

（
第
一
号
）
臨
時
軍
事
機
予
算
追
加

大
正
十
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度
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入
繰
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予
算
書
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告
録

（
第
一
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〉
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年
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設
入
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予
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追
加
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一
一
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銭
入
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予
算
追
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〈
第
一
一
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正
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入
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予
算
追
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第
四
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正
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庶
歳
入
歳
出
総
予
算
鴻
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別
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入
歳

七七
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正
十
年
成
各
特
別
会
計
歳
入
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七

大
正
十
年
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特
割
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計
般
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刷
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五
七
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五
七
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五
七

七
五
七
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七
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七
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五
七
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五
七
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七
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正
法
権
案

第
二
十
九
回
帝
国
議
会
賞
挟
院

議
事
速
記
録
第
二
号

記
述
法

印
掛
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
納
物

印
刷
刷
物

印
尉
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

白
州
例
制
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
劇
物

印
刷
桝
物

出
印
刷
純
物

数
量

大
正
3
年
泣
月
む
呂
発
行

事務

1 
枚

大
正
3
年
ロ
丹
8
日
発
行

1 
枚

大
正
3
年
ロ
月
辺
日
発
行

1 
器

大
正
3
年
四
月
日
日
発
行

1 
枚

大
正
3
年
ロ
月
口
器
発
持

1 
枚

大
正
3
年
ロ
丹
市
3
5発
行

冊
1
枚
ヱ
冊
1 
苦号枚

1 
枚

1 
枚

1 
枚

1 
校

ヱ
枚

2 
枚

1
冊
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七六一
七六一

七六一
七六一 軍留

ル』番史
jくi号料

一
八
密

一
八
五

一
八
六

一
八
七

A 
J¥. 

ノーに
九

九。九

キ支
番

過
知
書

官
報
号
外

通
知
機

通
知
書

通
知
警

溜
知
書

通
知
書

通
知
書

璃
知
書

通
知
書

潤
知
書

通
知
事
酉

遺
失
物
法
中
改
正
法
需
案

嫡
知
欝

タ
イ
ト
ル

存

成

者

宛

印
刷
局

先

年

月

E

公目印日一一

公
一
大
正
2
年

3
5ぬ日

公一
大
正
2
年
3
月
四
日

公
一
大
正
2
年
3
月
日
日

公
一
大
正
2
雪
月
初
日

公
一
大
正
つ
何
年
3
月
誌

E

公
一
大
正
2
年
3
R
品
目

公
一
大
正
2
年
3
月
沼
田

合
一
大
正
2
年
3
丹
部
日

公
一
大
正
2
年
3
月
お
日

公
一
大
正
2
年
3
月
初
時

内

""'" tr …
十
八
条
中
改
一
印
…
総
務

記
述
法

印
刷
物

部
制
刷
物

印
尉
物

印
刷
物

印
崩
物

印
刷
物

印
間
刷
物

可
1
J
7
d
u
n
e
胃

η
J

Q
H
p
m叩
制
引
が

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
織
物

印
刷
柄
物

印
掛
物

2 
枚
1 
枚

1 
枚

工
冊枚

1 
枚；

1 
枚

ヱ
枚

1 
枚

1 
枚

1 
教

1 
枚
1 
冊

1 
枚

主務

考
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箱
七六一一

キ支
番

タ
イ
ト
ル

通
知
書

通
知
書

通
知
機

通
知
書

所
得
税
法
中
改
正
法
権
案

遇
知
書

通
知
審

裁
判
所
管
轄
区
域
ニ
鵠
ス
ル
法
律
案

嫌
綴
委
員
会
特
別
報
告
第
五
号

通
知
欝

通
知
書

通
知
書

非
訟
事
件
手
紙
法
中
改
正
法
律
案

不
動
産
登
記
法
中
役
立
法
律
案

判
事
懲
戒
法
中
改
正
法
権
議

裁
判
断
廃
止
及
名
称
変
更
ニ
鍔
ス
ル
法
律
案
関
ス
ル
法

作

成

者

宛

先

年

月

良

大
正
2
年
2
月
M
日

公
一
大
正
2
年
3
5
m悶

公
一
大
正
2
年
3
月山首

公
一
大
正

2Tu月
お
日

J九
，ι、

大大
正 iE
2 2 
年年
3 3 
月 i月
20 120 
日 18

公
一
大
正
2
年
3
月
初
関

公
一
大
正
2
年

3
A言

内

円』

-l:l" 

記
述
法

印
刷
物

印
掛
物

印
刷
刷
物

部
糊
物

印
刷
物

印
間
刷
物

数
量

1 
枚

1 
枚

1 
枚

1 
枚

エ
枚

1 
枚

1 
枚

1 
冊
1 
枚

1 
枚品j品枚

1 
牧枚品！品｜品｜品1 

時
1 
冊

議

考
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籍

番史
号科

七
六
一

七
六
一
一
一
士
ご
六

七
六
三
一
一
二
七

七
六
一

九

七
六
一

七
六
一
一
一
士
一
二
O

七
六
五
一
二
一
一
五

七
六
一

一
一
二
六

干支
番

公
一
大
正
2
年

3
R
管

作

成

者

宛

先

年

月

タ
イ
ト
ル

浦
知
書

鴎

通
知
書

大
関
育
↑
貴
族
院
議
奨
公
ア
K
5
3
m尚一
1
3
3
3
1

J
j
F
4
章

一

三

一

大

正

2
年
3
月
日
日

一
爵
徳
川
家
連
一
ゴ
エ
；
£
：

F
l
f

大
国
側
育
一
合
一
三
こ
〉
ニ
ニ
1
3
3
3
1

」ノ
E

ド

章

一

号

一

大

正

2
年
3
月
日
日

五

通
知
書

公
一
大
正
2
年
3
月
日
目

通
知
欝

公
一
大
正
2
雪
道
官
以

通
知
香

ノ又

通
知
書

通
知
書

公
一
大
正
2
年
3
月
四
日

通
知
書

高高
育育

爵貴爵質

管護想議
選警装警
違ム達 1

大｜大 i大

年 i年 i年

特
別
委
員
長
山
脇
玄

特
別
委
員
長

徳
川
達
孝

公
一
大
正
2
年
3

丹
昔

特
別
委
員
提
山
脇
京

公
一
大
正
2
年
3
月
時
日

判
事
略
式
手
続
法
案

鴻
知
帯

正
2
年
3
月
四
日

通
知
書

造衆！造衆
議｜議
院 i 院
3義1 ~室
長 i 長

大 i 大
鰐 i 問
育 i育

公
一
大
正
2
年
3
月
2
日

通
知
書

震
知
器
下
郡
臓
機
法
律
議

渦
雌
知
欝

通
知
書

内

Hマ・
'l:'l-

刑
法
施
一
行
法
中
改
正
法
律
鍛

土
地
収
用
法
中
改
正
法
曹
案

民
事
訴
訟
法
鐘
行
条
出
問
中
段
正
一

P
M
b

法

律

案

長

崎

年

水
先
法
中
改
正
法
隷
議

弁
機
古
法
改
正
法
律
案

裁
判
判
所
管
轄
庇
域

律
案

記
述
法

印
刷
純
物

印
刷
物

印
刷
物

部
制
物

印
刷
柄
物

印
同
刷
物

印
刷
物

－J
リ
H
4
n
J

向

Ha叩
刷
物

印
別
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
桝
物

印
附
制
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

1
2
4
J
d
u

”4稲
η
1
6

必
料
開
州
叩
刷
出
V

数
量

エ
枚

1 
枚教

1 
枚

1 
枚

1 
枚

1 
枚

1 
枚

1 
枚

1 
枚

ヱ
キ文
1 
冊

工
枚

1 
枚

1 
冊
1 
冊子
1 
枚

1 
枚

備

考
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寒露
七六一一

一一回一一一

七六一一

二
酉
四

枚
番

作

成

者

Fふ喰

タ込

タ
イ
ト
ル

還
知
書

予
算
委
異
長

曾
我
祐
準

子
爵

非
常
特
別
出
税
法
廃
止
ニ
関
ス
ル
法
律
案

余
計
技
査
院
法
中
改
正
法
律
案

約
四
爵

関

通
知
書

松
平
藤
岡
民
地
一

請
願
委
員
長

樫
川
達
孝

請
願
委
員
会
特
別
報
告
第
…議願

文
撤
回
表
第
…
一
一
問
問
龍
一等一
葉
族
館

吾
首
願
文
書
表
第
四
毘
報
一
一
難
挨
院

先

年

月

自

公
一
大
正
2
年
3
月
初
日

公
一
大
等
中
年
3
月
お
日

会
一
大
正
2
年
3
月
8
自

大
正
2
年
3
向
河
口
日

大
正
2
年
2
月
節
目

大
正
2
年
2
月
詣
日

大
正
2
年
3
月
6
日

内

d 刊

't:::r 

営
業
税
法
中
改
正
法
律
策

私
立
学
校
思
議
免
程
ニ
関
ス
ル

法
律
案

水
道
条
例
中
改
正
法
律
案

運
締
法
裁

記
述
法

印
刷
物

郎
劇
物

印
刷
物

印
刷
物

守
－
ι
d
H
U
O
鴨
H
J

d
H回
線
射
事

印
間
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

数
量

1 
枚

1 
冊

1 
苦晋

エ
キ文

1 
枚

1 
冊

1 
時

1 
枚

1 
冊

1 
冊

繍

一宮も一



箱

番史
号料

七
六
三
一
二
四
五

四
六

四
七

七
六
一

四
J¥ 

部
九

七
六
一

二
五
O

七
六

二
五

七七
_L・....-1....... 
ノ、ノ、

一一一
一
六五
O 九

七
六
三
士
一
六

伯
捕
附
…
貴
族
競
議
長
公
一
一
E
7
2
3
3
0
1

i
a
腎
－
－
d
一
大
す
ぎ
月
初
日

一
爵
擦
出
家
達
一
一
ノ
一
i
，
i
：F
2
f

公
爵
一
貴
族
院
議
長
公
一
一
？
F
ニ尚一

3
3
0
3

G
震
語

t

－G
一
大
去
年
3
月
却
日

一
爵
梅
川
家
達
一

2
4
4
4
；
y
2
f

公

爵

公

一

一

？

F
こ

Z
3
3
2
1

G
康

信

一

大

正

2
年
3
月
沼
田

枝
番

タ
イ
ト
ル

伶

成

者

苑

鵠
麟
讃
閥
照
会
特
別
報
告
第
コ
亨

第
三
十
回
帝
国
議
会
鰭
綴
文
欝
謙
第
一
回
俊
一土
辛
貴
族
院

告

蓄
額
文
書
表
第
五
酉
報
一
一
貴
族
院

鵠
藤
一
都
議
会
特
別
報
告
第
四
号

請
願
委
員
会
特
別
報
告
第議

藤
文
書
表
第
二
回
報
一
一
貴
挟
院

議
知
権

渦
川
知
瞥

通
知
書

横
浜
港
海
陸
施
設
其
他
ニ
関
ス
ル
鵠
類
審

通
知
書

嬢
兵
隊
法
中
改
正
法
律
案

ん
…
一
年
夜
予
算
参
考
書

一
十
九
患
者
笛
議
会
貴
族
院
議
員
部
講
姓
名

先

年

月

日

大
正
2
年
3
月
6
日

大
正
2
年
2
月
山
日

大
正
2
年
3
月
刊
ゆ
日

大
正
2
部
3
月
日

g

大
正
2
年
2
月
部
自

大
正
2
年
2
月
初
日

大
正
2
年
3
月
初
毘

公
一
大
正
2
年
3
R
W
百

大
叩
比
一
川
年
8
月
幻
自

内

同』

'f:t" 

島
根
県
知
井
富
村
ニ
郵
護
局
設

鷺
ノ
件
、
宍
道
木
次
大
東
開
開
館

便
鉄
道
速
成
ノ
件
、
営
業
税
法

中
改
正
ノ
件

判
事
警
成
法
中
攻
軍
法
律
梁

護
持
法
案

刑
法
施
行
法
中
改
正
法
樟
鶏

刑
事
略
式
手
続
法
案

バハー…ル
一
印
織
物

関
ス
ル

記
述
法

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
例
制
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

出
叩
崩
物

印
刷
物
物

印
刷
物
物

印
刷
物

印
刷
物

印
刷
物

印
捌 i制
物｜物

印
端
物

1 
枚

備

数
量

ー
邸
側

1
冊枚

1 
冊

エ
能

1 
枚

1 
枚

1 
冊

1 
枚

1 
枚

1 
毅

ピ
ン
先
詮
議

1 
枚

1 
枚

貴
族
院
龍
報
開
銀 考
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籍
七
六
三
一
一
ヱ
ハ
五

七
ノ、

七
六
一

七
六
一

七六一一

七六一一

七
六
一

七
六
一

七

七
六
一

二
七
三

一
七
四

七
六
一
一
二
一
一
七
五

七
六
三
一
二
七
六

作

成

者

宛

先

大
正
3
年
3
月
四
日

年

月

呂

大
正
3
年
辺
月
4
日

大
正
3
年
3
月
口
日

大
正
3
年
3
R凶
器

大
正
3
年
3
月
幻
自

大
正
3
年
3
月
四
臼

大
正
3
年
3
月
四
日

大
正
3
年
3
月
初
日

大
正
3
年
3
月
却
日

大
正
3
年
3
丹
立
日

大
正
3
年
3
月
お
日

大
正
3
年
3
月
四
日

大
正
3
年
3
月
四
日

内

岬鴨

℃T 

詑
述
法

印
刷
物

印
掛
物

印
制
物

印
刷
物

印
刷
物

正日出
叩
例
制
物

印
尉
物

印
刷
物

守
t
a
f
d
H
H噌
材
月
J

d
H回
同
叩
糊
制
V

寸
a
f
d
M
M
V
脅

n
J

泊
料
回
線
財
務

印
刷
刷
物

数
:M 

大
正
3
年
3
月
初
呂
発
行

構

考

1 
滞

工
柱

貴
族
院
離
職
附
銑

工
冊

1 
背骨

大
正
3
年
3
月
許
認
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
汚
U
5発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
問

nm日
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
初
日
発
行

1 
苦号

大
正
3
年
3
月
訂
門
口
発
行

1 
櫛

大
正
3
年
3
月
幻
自
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
幻
自
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
丹
出
日
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
訂
日
発
行

1 
告を

大
正
3
年
3
月
郡
司
発
一
行

1 
時

大
正
3
年
3
丹
沼
田
発
行

冊

-278-



箱

番史
号科

一
七
七

七
J¥. 

七
六
三
一
二
人一

人
三

/¥ 
/¥ 

七
六
一

一
一
八
九

七
六
一
一
二
二
九
O

七
六
一

九

枝
番

タ
イ
ト
ル

作

成

者

~一ー
タ11.

先

年

月

呂

大
正
3
年
3
月
部
自

大
正
円
。
年
3
月
四
日

大
正
3
年
3
月
部
日

大
正
3
年
3
月
四
岳

大
正
3
布
十

3
舟
山
口
日

大
正
3
年
3
月
間
四
日

大
正
3
年
3
月
四
日

大
正
3
年
3
同
月

mw
詩

大
正
3
年
3
月
幻
自

大
正
3
年
3
月
玲
自

大
正
3
年
3
月
四
区

大
正
3
年
3
月
お
日

大
正
3
年
3
月
部
門
ね

大
正
3
年
3
月
初
日

内

,.,.,,. 
1::1" 

記
述
法

印
刷
刷
物

印
劇
物

印
刷
物

印
劇
物

印
刷
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
刷
物

印
刷
物

印
同
刷
物

印
刷
物

印
刷
刷
物

印
尉
物

印
刷
物

印
溺
物

印
刷
物

数
量

事欝

考

1 
枚

大
正
3
年
3
月
幻
呂
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
部
自
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
幻
自
発
行

1 
脅す

大
正
3
年
3
月
幻
自
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
U
日
発
行

1 
時

大
正
3
年
3
丹
諮
問
発
行

1 
冊

大
正
3
年
4
月
7
日
発
持

工
滞

大
正
3
年
3
月
U
日
発
行

大
正
3
年
3
R
U日
発
行

工
技

工
舟

大
正
3
年
3
月
幻
島
発
行

1 
冊

大
正
3
年
3
月
初
呂
発
特
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